
　

ロ
ン
ド
ン
で
開
か
れ
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
日

本
時
間
の
２
０
１
２
年
９
月
９
日
。
車
椅
子

レ
ー
サ
ー
の
伊
藤
智
也
の
競
技
生
活
は
終
わ
っ

た
。
陸
上
男
子
２
０
０
メ
ー
ト
ル
決
勝
。
伊
藤
は

４
０
０
、８
０
０
メ
ー
ト
ル
で
敗
れ
た
マ
ー
テ
ィ

ン（
ア
メ
リ
カ
）に
三
度
競
り
負
け
、
金
メ
ダ
ル
を

逃
し
た
が
、
銀
メ
ダ
ル
３
つ
を
獲
得
し
た
。「
３
つ

メ
ダ
ル
が
あ
れ
ば
、
１
つ
く
ら
い
金
に
変
わ
っ
て

も
い
い
の
に
」と
お
ど
け
た
。

　

こ
の
大
会
を
最
後
に
第
一
線
か
ら
退
く
こ
と

を
決
め
て
い
る
。
最
後
の
レ
ー
ス
で
、
49
歳
の

ベ
テ
ラ
ン
は
後
半
追
い
上
げ
た
が
、
あ
と
一
歩
の

と
こ
ろ
で
18
歳
の
マ
ー
テ
ィ
ン
に
逃
げ
切
ら
れ
た
。

「
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
を
ま
た
ぐ
ま
で
自
分
は
勝
負
師

だ
と
思
い
走
っ
た
。
最
高
の
ラ
ス
ト
ラ
ン
。
納
得

の
い
く
レ
ー
ス
だ
っ
た
」。
レ
ー
ス
後
に
会
場
を

一
周
す
る
と
、
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

　
絶
句
さ
せ
ら
れ
る
人
生

　

35
歳
で
、
中
枢
神
経
が
正
常
に
働
か
な
く
な

り
、
運
動
機
能
が
し
だ
い
に
衰
え
て
い
く
進
行

性
の
難
病
・
多
発
性
硬
化
症
を
発
症
。
自
分
で

歩
く
の
が
困
難
と
な
り
、
車
椅
子
生
活
に
な
っ
た

が
、
根
性
、
忍
耐
、
精
神
力
…
そ
ん
な
生
半
可
な

言
葉
で
は
形
容
出
来
な
い
生
き
方
を
し
て
い
る
。

　

精
悍
な
表
情
、
太
く
が
っ
し
り
し
た
腕
っ
ぷ
し

を
見
な
が
ら
、
伊
藤
さ
ん
と
話
し
て
い
る
と
、
車

い
す
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
や
、
難
病
を
抱
え
て

い
る
こ
と
を
、
つ
い
つ
い
忘

れ
て
し
ま
う
。

　

多
発
性
硬
化
症
は
、
手
足

の
ま
ひ
、視
力
障
害
な
ど
様
々

な
障
害
を
抱
え
、
発
作
が
起

き
た
り
治
ま
っ
た
り
し
な
が

ら
、
進
行
し
て
い
く
。
現
在
、

鳩
尾
（
み
ぞ
お
ち
）
あ
た
り
ま

で
マ
ヒ
が
進
ん
で
い
る
。
左
目
は
視
力
を
失
っ
て

い
る
。
レ
ー
ス
に
出
る
こ
と
自
体
が
無
謀
と
言
え

る
。

　

こ
れ
ま
で
入
退
院
の
回
数
は
数
知
れ
な
い
。
医

師
か
ら
は
、
病
状
に
影
響
す
る
の
で
激
し
い
運
動

は
控
え
る
べ
き
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
「
死
ぬ
の
は
一
緒
。
だ
っ
た
ら
走
り
た
い
」と
伊

藤
さ
ん
は
言
う
。「
た
だ
、
夜
眠
る
の
が
怖
い
、
朝

起
き
た
ら
身
動
き
出
来
な
く
な
っ
て
い
た
ら
と

思
う
と
…
」。
多
発
性
硬
化
症
は
、
就
寝
中
に
、

病
状
が
進
行
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

　

明
日
が
あ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら

今
日
を
精
一
杯
生
き
る
。
伊
藤
さ
ん
は
、
別
れ
際
、

「
明
日
と
い
う
奇
跡
を
信
じ
て
」と
言
い
な
が
ら
、

い
つ
も
固
い
握
手
を
交
わ
す
。

　

伊
藤
さ
ん
が
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
世

界
に
名
を
知
ら
れ
た
の
は
、
２
０
０
４
年
の
ア
テ

ネ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
優
勝
第
1
候
補
と
み
ら

れ
て
い
て
、
練
習
を
頑
張
り
す
ぎ
た
。
５
０
０
０

ｍ
、
１
５
０
０
ｍ
、
マ
ラ
ソ
ン
の
３
種
目
に
出
場
。

事
前
の
練
習
で
肩
の
筋
肉
を
断
裂
、
１
５
０
０
ｍ

で
他
の
選
手
と
接
触
し
て
転
倒
、
肩
の
骨
を
骨

折
、
後
続
の
選
手
に
３
回
轢
か
れ
た
。

　

そ
れ
で
も
、
マ
ラ
ソ
ン
は
痛
み
止
め
を
打
っ
て

出
場
。
医
師
か
ら
は
薬
が
切
れ
た
ら
恐
ろ
し
い

痛
み
が
襲
う
か
ら
棄
権
し
ろ
と
言
わ
れ
た
。
医

師
の
予
告
通
り
10
分
で
薬
が
切
れ
た
が
、
完
走

し
よ
う
と
い
う
思
い
だ
け
で
、
４
位
入
賞
を
果
た

し
た
。

　

何
の
た
め
に
、
身
体
を
痛
め
つ
け
る
よ
う
に
し

て
ま
で
頑
張
る
の
か
、
素
朴
な
疑
問
を
ぶ
つ
け
て

み
た
。「
勝
つ
た
め
に
、
走
る
た
め
に
、
努
力
し
て

い
る
自
分
が
好
き
。
走
る
こ
と
が
生
き
る
証
。
勝

つ
こ
と
が
病
気
に
打
ち
勝
つ
こ
と
に
な
る
。
勝
っ

て
い
れ
ば
生
き
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
ん
で

す
」こ
う
言
わ
れ
る
と
、二
の
句
が
継
げ
な
か
っ
た
。

　

１
９
６
３
年
、
三
重
県
鈴
鹿
市
生
ま
れ
。

　

子
ど
も
の
頃
は
、
野
球
三
昧
だ
っ
た
。
目
立
つ

の
が
好
き
で
、
お
山
の
大
将
、
リ
ー
ダ
ー
に
な
り

た
が
る
タ
イ
プ
だ
っ
た
。

　

高
校
受
験
に
失
敗
し
て
、
第
４
志
望
の
高
校

に
入
っ
た
が
、
た
っ
た
１
日
で
退
学
し
た
。
16
歳

で
自
動
車
関
係
の
会
社
に
入
社
、
新
型
オ
ー
ト

バ
イ
の
テ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
独
学
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
も
学
び
、
20
歳
で
技
術
者
派
遣
会
社

を
起
業
し
た
。
派
遣
社
員
は
２
０
０
人
を
超
え
、

会
社
経
営
は
、
順
調
だ
っ
た
。

　

１
９
９
８
年
、
こ
れ
か
ら
と
思
っ
た
35
歳
の
時
、

ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
襲
う
。
旅
行
で
訪
れ
た
韓
国

で
、
タ
ク
シ
ー
か
ら
降
り
る
際
、
い
き
な
り
転
倒

し
た
。
帰
国
し
て
か
ら
は
、
手
足
も
動
か
ず
、
口

も
き
け
な
い
状
態
で
、
こ
の
ま
ま
死
ぬ
と
思
っ
た
。

多
発
性
硬
化
症
の
最
も
状
態
の
悪
い
ス
テ
ー
ジ

５
だ
っ
た
。
し
か
し
神
は
見
放
さ
な
か
っ
た
。
奇

跡
が
起
き
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
へ
の
軌
跡

　

間
違
っ
て
、
競
技
用
の
車
い
す
を
発
注
し
た
こ

と
が
競
技
生
活
へ
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
競
技
用

は
車
輪
が
斜
め
で
３
輪
、
18
㎝
と
狭
く
窮
屈
、
正

座
し
て
座
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。「
こ
れ
で
買
い
物
に

行
く
の
は
大
変
で
す
ね
」
と
い
っ
た
ら
レ
ー
ス
用

だ
っ
た
。
結
局
、
日
常
用
と
２
台
購
入
し
た
が
、

競
技
用
に
い
ざ
乗
っ
て
み
る
と
、
ス
ピ
ー
ド
が
出

て
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
。

　

競
技
に
出
よ
う
と
練
習
を
始
め
た
。
長
良
川

マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
て
み
た
が
、
最
下
位
。
子

ど
も
の
頃
か
ら
、
走
る
こ
と
で
負
け
た
こ
と
が
な

か
っ
た
だ
け
に
、
も
の
す
ご
く
悔
し
か
っ
た
。
障

害
者
な
の
に
頑
張
っ
た
と
言
わ
れ
、
そ
れ
に
満
足

す
る
自
分
が
許
せ
な
か
っ
た
。

　

丸
太
の
腕
を
目
指
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
再
開
。

鈴
鹿
の
山
道
で
毎
日
60
キ
ロ
走
っ
た
。
そ
し
て
、

01
年
、
大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
で
２
位
に

な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
短
距
離
に
転
向
。
ア
テ
ネ
で
は
悔
し

い
思
い
を
し
た
が
、
北
京
で
は
、
４
０
０
、８
０
０

ｍ
ぶ
っ
ち
ぎ
り
で
余
裕
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

　

そ
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
大
会
直
前
に
も
多
発
性
硬

化
症
再
発
と
い
う
試
練
を
乗
り
越
え
、
銀
メ
ダ

ル
３
つ
を
獲
得
し
、「
明
日
と
い
う
奇
跡
」を
起
こ

し
た
。
目
指
し
た
金
メ
ダ
ル
に
は
届
か
な
か
っ
た

が
、
伊
藤
さ
ん
に
は
、「
い
の
ち
」と
い
う
金
メ
ダ

ル
を
大
切
に
し
て
い
て
ほ
し
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
伊
藤
さ
ん
は
、
自
分
一
人
の
た
め

に「
い
の
ち
」を
使
う
つ
も
り
は
な
い
。
自
分
が
脚

光
を
浴
び
る
こ
と
が
、
障
害
者
と
い
う
狭
い
枠
に

押
し
込
め
ら
れ
て
い
る
状
況
を
変
え
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会

が
実
現
す
る
奇
跡
も
信
じ
て
。
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村
上
信
夫

168

■村上信夫プロフィ−ル

2001年から11年に渡り、『ラジオビタ
ミン』や『鎌田實いのちの対話』など、
NHKラジオの「声」として活躍。
この4月からは、全国を回り「嬉しい言
葉の種まき」をしながら、文化放送『日曜
はがんばらない』（毎週日曜10:00～）、
ABCラジオ『osaka歴史ロマン』（毎週
月曜18:35～）、月刊『清流』連載対談
～ときめきトークなど、新たな境地を開
いている。
1953年、京都生まれ。
元NHKエグゼクティブアナウンサー。
これまで、『おはよう日本』『ニュース7』
『育児カレンダー』などを担当。
著書に『ラジオが好き!』（海竜社）
『ことばのビタミン』（近代文芸社）
『いのちの対話（共著）』（集英社）など。

好評
発売中

■
イ
ネ
・
セ
イ
ミ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

フ
ル
ー
ト
奏
者
と
し
て
活
躍
中
。俳
画
家
。

絵
画
を
幼
少
よ
り
日
展
画
家
の
（
故
）
川
村
行
雄
氏
に
師

事
。俳
画
を
華
道
彩
生
会
家
元
（
故
）
村
松
一
平
氏
に
師

事
。俳
画
の
描
法
を
も
と
に
、少
女
、猫
等
を
独
自
の
や
さ

し
い
タ
ッ
チ
で
描
い
て
い
る
。個
展
多
数
。

俳
画
教
室
開
講
中

と
こ
ろ　

常
滑
屋

と　

き　

月
二
回　

第
二
・
第
四
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
一
時
〜
三
時

会　

費　

一
回　

二
、二
五
〇
円（
三
ヶ
月
分
前
納
制
）

問
合
せ　

☎
〇
五
六
九（
三
五
）〇
四
七
〇

イ
ン
デ
ィ
ア
ン

フ
ル
ー
ト
教
室

開
講
し
ま
し
た
。

誰
で
も
す
ぐ
に
吹
け
ま
す

入
会
受
付
中
�

講師  イネ・セイミ
《フルート奏者  指導歴30年》

1レッスン・1時間5,000円（ティータイム付）

何
か
始
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
貴
女
へ
。

数
年
後
、素
敵
に

フ
ル
ー
ト
を
奏
で
る
姿
が

そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

楽
し
く
個
人
レ
ッ
ス
ン

致
し
ま
す
♪

申込み
お問合せ

0569-89-7127
seimiine@oasis.ocn.ne.jp

　

明
日
と
い
う
奇
跡
を
信
じ
て

〜
車
椅
子
レ
ー
サ
ー　

伊
藤
智
也
さ
ん
〜　

総合印刷物企画・プランニング・デザイン・印刷・加工・
オンデマンドデジタル印刷・デジタルメディア企画制作

写真左は妻の奈美子さん

俳画／イネ・セイミ
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長澤晶子のSPEED★COOKING!長澤晶子のSPEED★COOKING!料理
研究
家

◎
常
滑
市
民
文
化
会
館

▼
文
化
の
日
記
念「
文
化
振
興
事
業
」　

第

29
回
文
協
映
画
祭「
小
川
の
辺
」・
六
日（
土
）

　

一
回
目 

開
場　

午
後
一
時
半　

上
映

　

同
二
時（
〜
同
三
時
四
十
五
分
）　

二
回

目 

開
場　

午
後
五
時
半　

上
映　

同
六
時

（
〜
同
七
時
四
十
五
分
）　
（
要
）入
場
整
理

券　

問
合
せ　

常
滑
市
文
化
協
会
事
務
局

☎
35
─
２
９
２
０

▼
第
35
回
常
滑
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

生
き
が
い
教
室
発
表
会
・
十
三
日（
土
）開

場　

午
前
九
時
十
分　

開
演　

同
九
時

二
十
五
分（
〜
午
後
四
時
半
）　

入
場
無
料

　

問
合
せ　

常
滑
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

34
─
４
０
１
８（
山
下
）

▼
安
全
運
転
管
理
者
講
習
会
・
二
十
四
日

（
水
）開
場　

午
前
九
時
半　

開
会　

同
十

時（
〜
午
後
四
時
半
）　

入
場　

関
係
者
の

み　

問
合
せ　

常
滑
安
全
運
転
管
理
協
議

会（
事
務
局　

常
滑
警
察
署
交
通
課
）☎
35

─
０
１
１
０（
藤
田
）

▼
文
化
の
日
記
念「
文
化
振
興
事
業
」　

邦

楽
の
つ
ど
い
・
二
十
八
日（
日
）開
場　

午
前

十
時
半　

開
演　

同
十
一
時（
〜
午
後
四

時
）　

入
場
無
料　

問
合
せ　

常
滑
市
文

化
協
会
事
務
局
☎
35
─
２
９
２
０

◎
常
滑
市
立
図
書
館

▼
青
松
会
日
本
画
展
・
七
日（
日
）〜
十
八
日

（
木
）

▼
青
墨
会
展
・
十
九
日（
金
）〜
三
十
日（
火
）

◎
と
こ
な
め
陶
の
森
資
料
館

▼
企
画
展「
平
氏
の
時
代
と
常
滑
焼
」・
〜

二
十
八
日（
日
）

◎
常
滑
市
体
育
館

▼
一
万
人
卓
球
大
会
・
六
日（
土
）

▼
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
・
七
日（
日
）

▼
常
滑
市
秋
季
市
民
卓
球
大
会
・
十
四
日

（
日
）

▼
愛
知
県
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
・

二
十
日（
土
）

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス
大
会
・
二
十
一

日（
日
）

▼
常
滑
市
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
二
十
七
日

（
土
）、二
十
八
日（
日
）

◎
鬼
崎
公
民
館

▼
第
24
回
鬼
崎
公
民
館
ま
つ
り
・
二
十
七
日

（
土
）、二
十
八
日（
日
）午
前
十
時
〜
午
後

三
時　

テ
ー
マ　

し
っ
か
り
つ
な
ご
う　

地
域
の
き
ず
な　
【
催
し
物
】■
二
十
七
日

（
土
）【
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
】お
囃
子
、合
唱
、

民
踊
、フ
ラ
ダ
ン
ス
、老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
発

表　
【
屋
外
】太
極
拳
、落
書
き
コ
ー
ナ
ー
、

つ
り
ゲ
ー
ム
、わ
な
げ　

■
二
十
八
日（
日
）

【
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
】沖
縄
民
謡
、お
囃
子
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
、合
唱
、ゴ
ス
ペ
ル
、吹
奏
楽
、

カ
ラ
オ
ケ
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム　
【
屋
外
】太
極

拳
、落
書
き
コ
ー
ナ
ー
、か
ん
つ
み
、紙
て
っ

ぽ
う　

■
両
日【
屋
外
】チ
ャ
リ
テ
ィ
工
作

　
【
バ
ザ
ー
】■
二
十
七
日（
土
）五
目
ご
は

ん
、家
庭
用
品
バ
ザ
ー　

■
二
十
八
日（
日
）

お
に
ぎ
り
、お
で
ん
、手
打
ち
蕎
麦　

■
両

日　

コ
ー
ヒ
ー
、や
き
そ
ば
、だ
ん
ご
、ポ
テ

ト
、う
ど
ん
、綿
菓
子
、フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

ジ
ュ
ー
ス
、各
種
作
品
即
売　
【
展
示
】　

編
み
物
、水
彩
は
が
き
絵
、組
み
木
、書
、水

彩
画
、油
絵
、俳
句
、木
版
画
、革
工
芸
、パ

ソ
コ
ン
体
験
、骨
密
度
チ
ェ
ッ
ク
、水
墨
画
、

染
色
、絵
手
紙
、食
育
、写
真
、子
ど
も
陶
芸

作
品　

問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

（
市
体
育
館
内
）☎
43
─
５
１
１
１

◎
知
多
市
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
創
作
ク
ラ
ブ「
風
の
ロ
ー
タ
リ
ー
」・
二
日

（
火
）〜
三
十
一
日（
水
）の
午
前
九
時
〜
午

後
四
時
半　

内
容　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
羽

根
に
飾
り
を
付
け
て
、風
で
回
る
メ
リ
ー

ゴ
ー
ラ
ン
ド
を
作
り
ま
す　

材
料
費　

一

個
七
十
円

▼
季
節
の
工
作「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
遊
ぼ

う
！
」・
二
日（
火
）〜
三
十
一
日（
水
）の
午

前
九
時
〜
午
後
四
時
半　

内
容　

布
や
段

ボ
ー
ル
・
小
枝
な
ど
を
使
っ
て
、ハ
ロ
ウ
ィ

ン
の
飾
り
や
マ
ン
ト
・
帽
子
な
ど
を
作
り
ま

す　

材
料
費　

各
一
個
百
円

▼
ち
っ
ち
ゃ
な
い
ろ
あ
そ
び「
わ
ゴ
ム
で
も

よ
う
」・
二
十
日（
土
）〜
三
十
一
日（
水
）の

良
寛
と
宮
沢
賢
治（
そ
の
９
）

『
法
華
経
』に
つ
い
て
⑴

　

良
寛
が
74
歳
で
亡
く
な
っ
た

時
、身
辺
に
、師
の
国こ

く

仙せ
ん

和
尚
か

ら
授
か
っ
た「
印い

ん

可か

の
偈げ

」（
修
行

終
了
証
書
）と
、『
法ほ

華け

経き
ょ
う

』一ひ
と

巻ま
き

が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
良
寛

は『
法
華
経
』か
ら
強
い
影
響
を

受
け
て
お
り
、写
経
を
何
度
も

し
て
い
ま
す
。（
写
真
参
照
）

　

ま
た
、宮
沢
賢
治
は
18
歳
の

時
に『
漢
和
対
照　

妙
法
蓮
華

経
』を
読
ん
で
異
常
な
感
動
を

受
け
ま
し
た
。こ
の
経
典
と
の

出
会
い
が
彼
の
一
生
を
決
定
し

た
と
言
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
人
に
多
大
な
影
響
を
与
え

た『
法
華
経
』と
は
、ど
ん
な
経

典
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
仏

教
に
詳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
菅

野
博
史
著『
法
華
経
入
門
』（
岩

波
新
書
）を
参
考
に
し
て
、代
表

的
な
初
期
大
乗
経
典
で
あ
る

『
法
華
経
』に
つ
い
て
簡
単
に
説

明
し
ま
す
。

◎
釈
尊
の
生
涯

　
『
法
華
経
』は
釈し

ゃ
く

尊そ
ん（
釈し

ゃ

迦か

牟む

尼に

）を
中
心
と
し
て
構
想
さ
れ

て
い
ま
す
。『
広
辞
苑
』に
釈
尊

の
生
涯
の
概
略
が
次
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
仏
教
の
開
祖
。イ
ン
ド
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
南
麓
の
カ
ピ
ラ
城
の

シ
ュ
ッ
ド
ー
ダ
ナ（
浄じ

ょ
う

飯ぼ
ん

王の
う

）の

子
。
母
は
マ
ー
ヤ
ー（
摩ま

耶や

）。
姓

は
ゴ
ー
タ
マ（
瞿く

曇ど
ん

）、名
は
シ
ッ

ダ
ー
ル
タ（
悉し

っ

達た
る

多た

）。
生
老
病

死
の
四
苦
を
脱
す
る
た
め
に
、

29
歳
の
時
宮
殿
を
逃
れ
て
、苦

行
。
35
歳
の
時
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー

の
菩
提
樹
下
に
悟
り
を
得
た
。

そ
の
後
、マ
ガ
ダ
・
コ
ー
サ
ラ
な

ど
で
法
を
説
き
、80
歳
で
ク
シ

ナ
ガ
ラ
に
入
滅
。そ
の
生
没
年

代
は
、紀
元
前
５
６
６
〜
４
８
６

年
、紀
元
前
４
６
３
〜
３
８
３
年

な
ど
諸
説
が
あ
る
」

◎『
法
華
経
』の
成
立

　

釈
尊
の
死
後
、ほ
ど
な
く
し

て
摩ま

訶か

迦か

葉し
ょ
う

が
中
心
と
な
っ

て
、５
０
０
人
の
比び

丘く
（
修
行
僧
）

が
釈
尊
の
説
い
た
教
え
を
整

理
、編
集
し
ま
し
た
。１
０
０
年

ほ
ど
す
る
と
、教
団
は
、伝
統
重

視
派
の
上じ

ょ
う

座ざ

部ぶ

と
時
代
適
応
派

の
大だ

い

衆し
ゅ

部ぶ

に
分
裂
し
ま
す
。
紀

元
前
１
世
紀
頃
か
ら
登
場
し
た

大だ
い

乗じ
ょ
う

仏
教
は
、こ
れ
ら
の
部
派

仏
教
を
小し

ょ
う

乗じ
ょ
う（
小
さ
な
劣
っ
た

乗
り
物
＝
教
え
）と
厳
し
く
批

判
し
ま
し
た
。
学
問
仏
教
に
陥

り
、現
実
社
会
か
ら
遊
離
し
て
、

衆し
ゅ

生じ
ょ
う

救
済
と
い
う
宗
教
と
し
て

の
生
命
を
喪
失
し
て
し
ま
っ
た

と
批
判
し
た
の
で
す
。そ
し
て
、

紀
元
前
１
世
紀
か
ら
紀
元
後
３

世
紀
頃
ま
で
に『
般は

ん

若に
ゃ

経
』『
法ほ

華け

経
』『
維ゆ

い

摩ま

経
』『
無む

量り
ょ
う

寿じ
ゅ

経
』

『
阿あ

弥み

陀だ

経
』な
ど
の
初
期
大
乗

経
典
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
『
法
華
経
』は
、仏
教
の
哲
学

的
理
論
書
と
い
う
よ
り
は
、一
種

の
宗
教
文
学
作
品
と
い
う
べ
き

も
の
で
す
。
宇
宙
的
ス
ケ
ー
ル

の
壮
大
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
絢
爛

豪
華
に
展
開
さ
れ
ま
す
。そ
う

い
う
自
由
奔
放
な
文
学
的
世
界

が
、詩
人
・
童
話
作
家
の
宮
沢
賢

治
を
強
く
魅
了
し
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

◎『
法
華
経
』の
漢
訳

　

イ
ン
ド
で
２
世
紀
頃
に
成
立

し
た『
法
華
経
』（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
名
は
サ
ッ
ダ
ル
マ
プ
ン
ダ

リ
ー
カ
・
ス
ー
ト
ラ
）は
、中
国
に

伝
わ
り
、漢
語
に
翻
訳
さ
れ
ま

し
た
。
三
種
の
漢
訳
が
現
存
し

て
い
ま
す
。
西せ

い

晋し
ん

の
竺じ

く

法ほ
う

護ご

が

訳
し
た『
正
法
華
経
』（
２
８
６

年
訳
）、後こ

う

秦し
ん

の
鳩く

摩ま

羅ら

什じ
ゅ
う

が
訳

し
た『
妙
法
蓮
華
経
』（
４
０
６

年
訳
）、隋
の
闍じ

ゃ

那な

崛く
っ

多た

と
達だ

つ

摩ま

笈き
ゅ
う

多た

が
共
訳
し
た『
添て

ん

品ぽ
ん

妙
法

蓮
華
経
』（
６
０
１
年
）で
す
。
中

で
も
鳩
摩
羅
什
が
訳
し
た『
妙

法
蓮
華
経
』は
、時
代
の
脚
光
を

浴
び
、多
く
の
人
に
よ
っ
て
信

仰
、研
究
さ
れ
ま
し
た
。

◎
日
本
に
お
け
る『
法
華
経
』

　

奈
良
時
代
に
、鳩
摩
羅
什
訳

の『
妙
法
蓮
華
経
』な
ど
の
経
典

が
日
本
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
鑑が

ん

真じ
ん（
６
８
８
〜
７
６
３
）

は
、数
多
く
の
中
国
天
台
宗
の

文
献
を
日
本
に
持
っ
て
来
ま
し

た
。

　

最さ
い

澄ち
ょ
う（
７
６
７
〜
８
２
２
）は
、

鑑
真
が
も
た
ら
し
た
天
台
関
係

の
文
献
を
研
究
し
た
後
に
、中

国
に
渡
り
、天
台
教
学
を
学
ん

で
帰
国
し
、日
本
天
台
宗
を
開

創
し
ま
し
た
。

　

日に
ち

蓮れ
ん（
１
２
２
２
〜
１
２
８
２
）

は
、初
め
天
台
宗
を
学
び
、高
野

山
な
ど
で
修
行
し
て
い
ま
し
た

が
、仏
法
の
真
髄
を『
法
華
経
』

の
中
に
見
い
出
し
、１
２
５
３
年

に
日
蓮
宗
を
開
き
ま
す
。
他
宗

を
攻
撃
し
、『
立
正
安
国
論
』の

主
張
に
よ
り
伊
豆
に
流
さ
れ
た

り
佐
渡
に
流
さ
れ
た
り
し
ま
し

た
。や
が
て
赦
さ
れ
て
鎌
倉
に

帰
り
、身
延
山
を
開
き
ま
す
。

　

曹
洞
宗
の
高
祖
・
道ど

う

元げ
ん

も『
法

華
経
』を
こ
よ
な
く
尊
崇
し
ま

し
た
。『
正し

ょ
う

法ぼ
う

眼げ
ん

蔵ぞ
う

』の
中
で
こ

う
述
べ
て
い
ま
す
。「
大
師
釈
尊

所
説
の
諸
経
の
な
か
に
は
、法

華
経
こ
れ
大
王
な
り
、大
師
な

り
。
余
経
・
余
法
は
、み
な
こ
れ

法
華
経
の
臣
民
な
り
、眷け

ん

属ぞ
く

な

り
。
法
華
経
中
の
所
説
、こ
れ
ま

こ
と
な
り
」

◎『
法
華
経
』の
中
心
思
想

　
『
法
華
経
』は
、全
部
で
28
品ほ

ん

（
章
）
あ
り
、
前
半（「
序じ

ょ

品ほ
ん

第

一
」
〜「
安あ

ん

楽ら
く

行ぎ
ょ
う

品ほ
ん

第
十
四
」）

と
後
半（「
従じ

ゅ
う

地じ

涌つ

出じ
ゅ
つ

品ほ
ん

第

十
五
」〜「
普ふ

賢げ
ん

菩ぼ

薩さ
つ

勧か
ん

発ほ
っ

品ほ
ん

第

二
十
八
」）に
分
け
ら
れ
ま
す
。

前
半
は「
一い

ち

乗じ
ょ
う

思
想
」が
説
か
れ
、

後
半
は「
久く

遠お
ん

仏
の
思
想
」と

「
菩ぼ

薩さ
つ

の
思
想
」が
説
か
れ
て
い

ま
す
。

　
「
一
乗
思
想
」と
い
う
の
は
、す

べ
て
の
衆
生
が
平
等
に
成
仏
で

き
る
と
い
う
思
想
で
す
。

　
「
久
遠
仏
の
思
想
」と
い
う
の

は
、釈
尊
は
久
遠
の
昔
に
成
仏

し
て
か
ら
遥
か
な
未
来
ま
で
、

衆
生
を
救
済
す
る
た
め
に
、仏

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展

開
し
て
い
る
と
い
う
思
想
で
す
。

「
菩
薩
の
思
想
」と
い
う
の
は
、菩

薩
は『
法
華
経
』を
人
々
に
広
め

て
い
く
、伝
え
て
い
く
使
命
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
思
想
で
す
。

有
名
な
常じ

ょ
う

不ふ

軽ぎ
ょ
う

菩
薩
や
観か

ん

世ぜ

音お
ん

菩
薩
や
普ふ

賢げ
ん

菩
薩
な
ど
が
登
場

し
ま
す
。

◎『
法
華
経
』の
７
つ
の
譬ひ

喩ゆ

　
『
法
華
経
』に
は
７
つ
の
譬
喩

が
説
か
れ
て
い
ま
す
。ど
れ
も

魅
力
的
な
譬た

と

え
話
で
、『
法
華

経
』が
古
来
か
ら
人
気
の
あ
る

秘
密
の
一
つ
が
こ
こ
に
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
は

「
三さ

ん

車し
ゃ

火か

宅た
く

の
譬
喩
」「
長ち

ょ
う

者じ
ゃ

窮ぐ
う

子し

の
譬
喩
」「
三さ

ん

草そ
う

二に

木も
く

の
譬

喩
」「
化け

城じ
ょ
う

宝ほ
う

処し
ょ

の
譬
喩
」「
衣え

裏り

繋け
い

珠し
ゅ

の
譬
喩
」「
髻け

い

中ち
ゅ
う

明み
ょ
う

珠し
ゅ

の
譬

喩
」「
良ろ

う

医い

病び
ょ
う

子し

の
譬
喩
」で
す
。

　

こ
こ
で
は
、良
寛
に
も
賢
治

に
も
深
い
関
係
の
あ
る「
長
者

窮
子
の
譬
喩
」を
紹
介
し
ま
す
。

「
父
親
を
捨
て
た
息
子
の
話
」で

す
。
良
寛
も
賢
治
も
父
を
捨
て

て
家
出
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

　
「
あ
る
子
が
父
の
も
と
か
ら

逃
走
し
て
、50
年
間
、他
国
を
流

浪
し
た
。
父
は
子
を
探
し
た
が

見
つ
か
ら
ず
、あ
る
町
に
住
み
つ

い
て
、莫
大
な
財
産
と
地
位
を

得
た
。
窮
子（
生
活
に
困
窮
す
る

子
の
意
）は
偶
然
、そ
の
町
に
た

ど
り
着
き
、長
者
に
な
っ
た
父
の

邸
宅
の
門
の
側
で
、遠
く
か
ら

父
の
姿
を
見
る
が
、父
で
あ
る

と
は
思
い
も
つ
か
ず
、そ
こ
を
立

ち
去
る
。

　

長
者
は
そ
の
者
が
自
分
の
子

で
あ
る
と
気
づ
き
、使
い
の
者
に

窮
子
を
追
い
か
け
て
捕
ま
え
さ

せ
た
。窮
子
は
殺
さ
れ
る
と
思
っ

て
気
絶
し
て
し
ま
う
。
遠
く
か

ら
こ
の
様
子
を
見
て
い
た
長
者

は
、父
子
の
名
乗
り
を
あ
げ
る

こ
と
を
諦
め
て
、窮
子
の
顔
に

冷
水
を
掛
け
て
目
を
覚
ま
さ
せ

て
解
放
し
た
。
窮
子
は
貧
し
い

村
に
行
く
。

　

長
者
は
二
人
の
使
者
を
送

り
、二
倍
の
給
料
が
貰
え
る
糞

便
の
汲
み
取
り
の
仕
事
が
あ
る

と
誘
わ
せ
た
。
窮
子
は
下
男
と

し
て
汲
み
取
り
の
仕
事
に
従
事

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。あ
る
日
、

汚
れ
た
息
子
の
哀
れ
な
姿
を
見

た
長
者
は
、同
じ
よ
う
な
姿
に

変
装
し
て
窮
子
に
近
づ
き
、言

葉
を
交
わ
す
仲
に
な
っ
た
。

　

20
年
後
、長
者
は
病
に
罹
り
、

死
期
の
近
い
こ
と
を
悟
っ
て
、自

分
の
莫
大
な
財
産
の
管
理
を
す

べ
て
窮
子
に
任
せ
た
。し
ば
ら

く
し
て
、も
う
死
ぬ
と
い
う
時

に
、国
王
や
大
臣
や
親
族
の
前

で
、父
子
の
名
乗
り
を
あ
げ
、す

べ
て
の
財
産
を
窮
子
に
相
続
さ

せ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
窮
子

は『
私
は
も
と
も
と
何
も
望
ん

で
い
な
か
っ
た
が
、今
や
宝
の
蔵

が
自
然
に
や
っ
て
き
た
』と
大
い

に
喜
ん
だ
」

　

こ
の
長
者
と
は
釈
尊
で
あ

り
、窮
子
と
は
声し

ょ
う

聞も
ん

な
ど
の
二に

乗じ
ょ
う

の
こ
と
で
す
。
父
子
の
名
乗

り
を
あ
げ
る
と
は
、小
乗
の
二

乗
も
仏
子
で
あ
り
、仏
乗
と
し

て
必
ず
成
仏
で
き
る
こ
と
を
譬

え
た
も
の
で
す
。

〈
杉
本
武
之
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
３
９
年　

碧
南
市
に
生
ま

れ
る
。

京
都
大
学
文
学
部
卒
業
。
翻
訳
業

を
経
て
、小
学
校
教
師
に
な
る
た

め
に
愛
知
教
育
大
学
に
入
学
。
25

年
間
、西
尾
市
の
小
中
学
校
に
勤

務
。
定
年
退
職
後
、名
古
屋
大
学

教
育
学
部
の
大
学
院
で
学
ぶ
。

〈
趣
味
〉読
書
と
競
馬

法
華
経
譬
喩
品（
良
寛
写
）

（88）
杉 

本 

武 

之

　

行
き
は
名
古
屋
か
ら
奈
良
ま

で
、
二
日
目
の
帰
り
に
法
隆
寺

と
橿
原
神
宮
を
見
学
し
、
近
鉄

八
木
駅
か
ら
乗
車
し
ま
し
た
。

８
班
（
６
月
16
日
発
行
）

　

係
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

〈
会
計
よ
り
〉

　

集
金
や
貯
金
で
朝
も
っ
て
き

た
ら
早
く
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

忘
れ
た
と
き
は
、
は
っ
き
り

言
っ
て
く
だ
さ
い
。

＊
学
級
費
と
か
給
食
費
の
お
金
を

入
れ
た
集
金
袋
を
係
に
出
し
て

い
た
の
で
す
。
そ
の
後
担
任
が

１
時
間
目
の
授
業
を
自
習
に
し
、

集
金
袋
の
お
金
を
出
し
て
計
算

し
て
い
ま
し
た
。
時
々
、
小
銭

を
入
れ
て
持
た
せ
る
家
庭
も
あ

り
、
ム
ム
ム
と
思
っ
た
と
き
も

あ
り
ま
し
た
。
今
思
う
と
、
家

計
の
や
り
繰
り
の
大
変
さ
が
わ

か
っ
て
い
な
か
っ
た
私
自
身
、

恥
ず
か
し
く
思
え
ま
す
。

　

か
さ
の
こ
と

　

Ｙ
ち
ゃ
ん
の
か
さ
が
こ
わ
さ

れ
ま
し
た
。
Ｓ
さ
ん
の
か
さ
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
わ
す
れ
る

方
も
わ
る
い
の
で
す
が
、
み
な

さ
ん
、
か
さ
を
さ
が
し
て
く
だ

さ
い
。

　

も
し
あ
っ
た
ら
、
朝
の
会
か

帰
り
の
会
に
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

わ
す
れ
も
の
を
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
家
で
も
学
校

で
も
よ
く
使
う
も
の
は
、
特
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

＊
こ
う
し
た
「
い
た
ず
ら
に
よ
る

出
来
事
」
を
子
ど
も
た
ち
か
ら

解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
努
力

と
勇
気
が
着
実
に
生
ま
れ
て
き

て
い
る
こ
と
に
私
は
嬉
し
く
な

り
ま
し
た
。

２
班
（
２
号 

７
月
２
日
）

　

さ
あ
、
プ
ー
ル
の
季
節

　

こ
れ
か
ら
夏
休
み
に
か
け
て

プ
ー
ル
の
季
節
で
す
。
楽
し
く

泳
ぎ
、
け
が
の
な
い
よ
う
に
し

よ
う
。
そ
し
て
、
黒
ぐ
ろ
に
な

っ
て
い
い
記
録
を
作
ろ
う
。

　

エ
イ
エ
イ
オ
ー
�

＊
42
学
級
以
上
も
あ
っ
た
常
滑
小

学
校
時
代
、
１
学
期
だ
け
で
は

水
泳
の
時
間
数
が
足
り
な
い
た

め
、
９
月
の
中
旬
ま
で
水
泳
の

授
業
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
、
プ
ー
ル
の
水
替
え
も
お

盆
頃
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
夏

休
み
の
後
半
も
プ
ー
ル
開
放
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
指ゆ

び

と
ま
れ 

（199）　
　

氏  

原  

朝  

信

「
班
別
新
聞
」と
学
級
通
信
・
文
集「
ス
ク
ラ
ム
」⑸

　

前
号
「
修
学
旅
行
特
集
」
で
書
け
な
か
っ
た
一
つ
に
修
学
旅
行

専
用
電
車
「
あ
お
ぞ
ら
」
に
つ
い
て
で
す
。
Ｋ
・
Ａ
君
は
卒
業
記

念
号
に
「
修
学
旅
行
の
中
で
一
番
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
二
階
建

て
の
電
車
に
初
め
て
乗
っ
た
し
、
大
仏
あ
ん
の
鼻
の
穴
の
、
大
き

さ
の
穴
を
く
ぐ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

二階建て電車「あおぞら」

材
料

作
り
方

⎛
⎝

⎛
⎝

『インスタントのお吸い物』の素を使って
即席きのこご飯を炊きましょう。

簡単きのこの炊き込みご飯本当⁉

❶☆以外の材料を炊飯器に入
れよく混ぜて、ふたをして
スイッチを入れる。

❷❶が炊き上がったら、器に
盛り付け、☆を彩りよく盛
り付ける

【4人分】
    お　米　 ３合      炊き上げる最低１時間前に
    もち米　 0.5合　米を洗いざる上げし、濡れ布巾を掛けておきます。
昆　布　 10センチ
水　 炊飯器４合のメモリまで
エリンギ　２本　 縦に裂き２〜３センチに刻む
しめじ　 １パック　 石づきを取り除き子房に分ける
人　参　 1/2パック　皮をむき薄くスライスして短めの千切り
油揚げ　 １枚　 熱湯をかけ、油抜きしてみじん切り
酒　 大さじ１　 
お吸い物の素（マツタケ風味）３〜４袋（お好みで）☆香りと味はこれで決まる！
☆ミツバ　少々　（2センチに刻む）
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結
婚

「
前
島
さ
ん
、こ
こ
で
美
人
に
囲
ま
れ
た
ら
夫
婦
生
活
も
う
ま
く
い
き

ま
す
よ
」

「
ど
う
で
す
か
ね
。そ
れ
に
し
て
も
こ
の
ク
ラ
ブ
、結
構
な
料
金
で

し
ょ
う
」

「
社
用
で
す
か
ら
大
丈
夫
で
す
」

　

前
島
は
久
し
ぶ
り
に
酔
っ
た
。

「
お
客
さ
ん
も
、カ
ラ
オ
ケ
、何
か
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
ま
せ
ん
」

　

色
白
で
和
服
が
似
合
う
前
島
の
隣
に
座
っ
た
ホ
ス
テ
ス
が
す
す
め

た
。

「
前
島
さ
ん
、ぜ
ひ
、お
願
い
し
ま
す
」

　

山
根
も
催
促
し
て
き
た
。

「
恥
を
忍
ん
で
一
曲
お
願
い
し
ま
す
か
」

「
何
を
入
れ
ま
し
ょ
う
か
」

「
で
は
、美
空
ひ
ば
り
の『
悲
し
い
酒
』を
お
願
い
し
ま
す
」

　

前
島
は
舞
台
に
立
っ
て
マ
イ
ク
を
握
っ
た
。演
奏
が
流
れ
歌
詞
が
室

内
の
テ
レ
ビ
画
面
と
同
時
に
前
島
の
前
に
立
て
ら
れ
た
モ
ニ
タ
ー
に

も
映
し
出
さ
れ
た
。

　

ひ
と
り
酒
場
で　

飲
む
酒
は

　

別
れ
涙
の　

味
が
す
る
〜

　

前
島
は
一
番
を
歌
っ
た
あ
と
、ホ
ス
テ
ス
の
手
を
引
っ
張
り
デ
ュ

エ
ッ
ト
で
歌
う
こ
と
を
求
め
た
。

　

歌
い
終
わ
っ
て
席
に
戻
る
と
、山
根
が
拍
手
し
な
が
ら
迎
え
た
。

「
前
島
さ
ん
、な
か
な
か
年
季
が
入
っ
て
い
ま
す
ね
」

「
い
や
、久
し
ぶ
り
に
歌
っ
た
の
で
音
程
が
外
れ
て
い
ま
し
た
」

「
い
や
い
や
、た
い
し
た
も
の
で
す
」

　

山
根
は
そ
う
言
っ
て
、マ
イ
ク
を
握
り『
人
生
の
並
木
路
』を
歌
っ
た
。

「
い
や
、今
日
は
実
に
楽
し
い
で
す
ね
」

「
よ
か
っ
た
」

　

二
人
は
タ
ク
シ
ー
を
ひ
ろ
っ
て
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
に
出
て
別
れ
た
。

　

前
島
は
そ
の
夜
、帰
宅
す
る
と
留
守
テ
ル
に
恵
美
の
パ
リ
か
ら
の
伝

言
が
録
音
さ
れ
て
い
た
。

―
保
さ
ん
、お
元
気
。い
ま
パ
リ
の
ホ
テ
ル
か
ら
電
話
し
て
い
ま
す
。よ

う
や
く
商
談
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
明
日
、帰
国
し
ま
す
。お
休

み
な
さ
い
―

　

前
島
は
留
守
テ
ル
の
再
生
ボ
タ
ン
を
押
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い

た
が
、「
帰
り
が
遅
い
と
か
、飲
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に
と
か
、食
事
を
き

ち
ん
と
す
る
こ
と
な
ど
、日
常
的
な
こ
と
は
何
も
入
っ
て
い
な
い
」と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

い
つ
も
の
こ
と
だ
が
、メ
ッ
セ
ー
ジ
に
生
活
臭
が
な
い
の
だ
。一
つ

屋
根
の
下
に
男
と
女
が
そ
れ
ぞ
れ
生
活
し
て
い
る
感
じ
で
あ
る
。前
島

に
は
結
婚
生
活
の
実
感
が
湧
か
な
い
。

　

恵
美
は
な
ぜ
、結
婚
し
た
の
か
。映
画『
あ
る
愛
の
詩
』を
観
た
と
き

「
愛
と
は
決
し
て
後
悔
し
な
い
こ
と
」と
い
う
セ
リ
フ
に
感
動
し
た
と

い
っ
た
が
、わ
れ
わ
れ
二
人
の
結
婚
に
愛
は
な
い
の
か
。愛
の
な
い
結

婚
を
恵
美
は
望
ん
だ
の
か
。少
な
く
と
も
前
島
は
愛
を
感
じ
て
結
婚
し

た
と
思
い
た
か
っ
た
。

　

二
人
は
紹
介
さ
れ
て
川
が
自
然
に
流
れ
る
よ
う
に
結
ば
れ
た
が
、前

島
は
恵
美
の
豊
か
な
知
性
に
魅
力
を
覚
え
た
。

　

お
カ
ネ
の
管
理
は
そ
れ
ぞ
れ
が
し
て
い
た
。恵
美
は
日
々
の
生
活
費

を
支
払
い
、前
島
は
家
賃
や
大
型
家
電
、パ
ソ
コ
ン
の
ロ
ー
ン
を
ク
レ

ジ
ッ
ト
で
処
理
し
て
暗
黙
の
う
ち
に
す
み
分
け
が
で
き
て
い
た
。お
互

い
の
年
収
は
知
っ
て
い
た
が
、恵
美
は「
今
月
は
赤
字
だ
わ
」と
言
い
な

が
ら
も
前
島
に
お
カ
ネ
の
催
促
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

休
日
に
映
画
を
観
た
り
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
す
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
、と
く
に
好
き
な
こ
と
に
の
め
り
込
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。そ
れ

だ
け
仕
事
が
忙
し
か
っ
た
の
だ
が
、「
音
楽
会
に
い
け
な
い
」と
愚
痴
る

ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。

　

自
宅
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
い
る
と
き
は
、買
い
物
、料
理
、掃
除
な
ど
家

事
を
や
っ
て
、文
句
の
つ
け
ど
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。

「
今
日
は
何
を
食
べ
た
い
の
」

「
そ
う
だ
な
。カ
レ
ー
が
い
い
な
」

　

真
三
が
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
答
え
る
と
、す
ぐ
準
備
に
か
か
る
。マ
ン

シ
ョ
ン
内
や
近
所
付
き
合
い
も
な
く
、友
人
か
ら
自
宅
へ
の
電
話
も
前

島
の
知
る
限
り
ほ
と
ん
ど
な
い
。

「
年
賀
状
、出
さ
な
い
の
」

「
来
た
も
の
だ
け
に
出
す
の
。あ
ま
り
形
式
的
な
こ
と
は
し
な
い
こ
と

に
し
て
い
る
の
」

　

と
、ほ
と
ん
ど
自
分
か
ら
は
書
か
な
い
。

　

こ
れ
も
恵
美
が
妊
娠
し
て
子
宝
に
恵
ま
れ
ば
退
社
し
て
家
事
に
専

念
す
る
だ
ろ
う
と
漠
然
と
思
い
巡
ら
し
た
。た
だ
、将
来
に
つ
い
て
二

人
で
向
き
合
っ
て
話
し
合
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。恵
美
は
ど
う
い
う

将
来
を
描
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

結
婚
生
活
も
二
年
以
上
経
つ
が
、妊
娠
の
兆
候
が
な
い
。ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
前
島
は
自
分
に
欠
陥
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。後
日
、専
門
医
を
訪
ね
て「
検
査
の
結
果
は
正
常
で
し
た
」

と
、医
者
か
ら
お
墨
付
き
を
得
た
い
。

　

前
島
は
そ
う
決
意
す
る
こ
と
で
ほ
っ
と
す
る
反
面
、不
安
に
襲
わ
れ

た
。恵
美
に
欠
陥
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。そ
ん
な
む
ご
い
こ
と
を
聞
く

勇
気
は
な
い
。外
国
で
は
夫
婦
そ
ろ
っ
て
産
婦
人
科
医
に
相
談
す
る
と

聞
く
が
、日
本
人
は
そ
う
い
う
こ
と
は
苦
手
で
あ
る
。

　

そ
の
う
ち
眠
り
に
つ
い
た
。

　

次
の
日
の
朝
、会
社
に
行
く
と
課
長
が
声
を
か
け
た
。

「
前
島
君
、Ｏ
Ｊ
Ｔ（
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
ト
レ
イ
ニ
ン
グ
）の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、研
究
所
に
配
属
に
な
っ
た
天
野
聖
子
さ
ん
を
う
ち
の
課
で

引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。つ
い
て
は
前
島
君
に
天
野
聖
子
さ
ん

を
預
け
る
の
で
、指
導
案
を
今
週
中
に
出
し
て
く
れ
な
い
か
」

「
そ
う
で
す
か
」

　

前
島
は
余
分
な
仕
事
が
入
っ
て
き
た
と
思
っ
た
。

　

指
導
案
が
了
承
さ
れ
、二
日
後
に
天
野
聖
子
と
面
談
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

そ
の
日
の
朝
、課
の
応
接
ソ
フ
ァ
ー
に
若
い
女
性
が
座
っ
て
い
た
。

前
島
は
見
て
す
ぐ
に
配
属
さ
れ
て
き
た
新
入
社
員
だ
と
直
感
し
た
。

　

や
が
て
課
長
が「
今
日
か
ら
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
受
け
る
天
野
聖
子
さ
ん
で
す
。

よ
ろ
し
く
頼
む
」と
課
員
に
紹
介
し
た
。

「
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
天
野
聖
子
で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」

「
こ
れ
か
ら
は
前
島
君
の
指
示
で
一
日
も
早
く
研
究
所
の
こ
と
を
覚

え
て
く
だ
さ
い
」

「
は
い
。が
ん
ば
り
ま
す
」

　

天
野
聖
子
は
簡
潔
に
受
け
応
え
し
た
。

「
で
は
、応
接
室
が
空
い
て
い
る
の
で
、そ
ち
ら
で
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
お
話
し
ま
す
」

　

二
人
の
出
会
い
が
そ
の
後
の
前
島
の
人
生
を
狂
わ
す
こ
と
に
な
る

が
、こ
の
時
は
ま
だ
、そ
の
こ
と
は
微
塵
も
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

天
野
聖
子
は
前
島
の
後
に
続
い
て
応
接
室
に
入
っ
た
。

「
一
通
り
仕
事
の
説
明
を
し
た
後
、一
緒
に
得
意
先
に
行
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す
。午
前
中
、私
は
自
分
の
仕
事
を
し
ま
す
。天
野

さ
ん
は
資
料
に
目
を
通
し
て
、分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
昼
休
み
に
で

も
聞
い
て
く
だ
さ
い
」

「
わ
か
り
ま
し
た
」

「
天
野
さ
ん
の
出
身
は
宮
城
県
で
す
か
」

「
そ
う
で
す
。近
く
に
阿
武
隈
川
が
流
れ
、と
っ
て
も
自
然
が
美
し
い

と
こ
ろ
で
す
」

「
そ
う
で
し
ょ
う
ね
」

　

前
島
は
ま
だ
初
々
し
い
天
野
聖
子
を
見
つ
め
な
が
ら
、大
学
に
入
っ

た
頃
、東
北
へ
旅
に
出
て
ほ
の
か
な
思
い
を
抱
い
た
女
性
に
会
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
て
い
た
。

―
島
崎
藤
村
の
詩「
初
恋
」に
感
動
し
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え

て
い
る
。

　

ま
だ
あ
げ
初そ

め
し
前
髪
の

　

林り
ん

檎ご

の
も
と
に
見
え
し
と
き

　

前
に
さ
し
た
る
花は

な

櫛ぐ
し

の

　

花
あ
る
君
と
思
ひ
け
り

　
「
ま
だ
あ
げ
初そ

め
し
前
髪
の
」
一
節
に
初
々
し
い
乙
女
の
姿
が
青
春

の
一
コ
マ
と
し
て
浮
か
ん
で
く
る
。あ
の
頃
は
う
ぶ
な
自
分
は
た
だ
、

淡
い
恋
心
を
抱
く
だ
け
で
声
も
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

い
ま
、天
野
聖
子
の
色
白
で
前
髪
の
一
部
が
少
し
額
に
か
か
っ
て
い

る
清
純
な
顔
立
ち
に
、あ
の
頃
の
乙
女
が
現
れ
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
が

沸
き
起
こ
っ
て
い
る
。

　

天
野
と
い
う
女
性
は
と
く
に
美
形
で
は
な
か
っ
た
が
、そ
こ
に
は
何

か
温
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
思
え
る
の
だ
っ
た
。ど
う
し
て
だ
ろ

う
。不
思
議
な
感
情
が
沸
き
起
こ
っ
て
は
消
え
る
。彼
女
は
ま
だ
未
婚

だ
ろ
う
が
、恋
人
は
い
る
の
だ
ろ
う
か
。い
て
も
お
か
し
く
な
い
が
、い

な
い
よ
う
な
、い
や
い
て
ほ
し
く
な
い
と
熱
望
し
た
。ま
だ
一
回
、会
社

で
し
か
も
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
指
導
で
会
っ
た
だ
け
な
の
に
、自
分
の
席
で
目
を

閉
じ
る
と
彼
女
の
こ
と
が
浮
か
ぶ
。

　

ス
リ
ム
な
か
ら
だ
が
全
裸
と
な
っ
て
前
島
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
く

る
。前
島
は
急
い
で
衣
服
を
か
な
ぐ
り
捨
て
、天
野
を
抱
き
し
め
た
。

「
前
島
さ
ん
、も
っ
と
強
く
抱
い
て
く
だ
さ
い
…
」

「
好
き
だ
よ
。聖
子
…
」

　

二
人
は
お
互
い
の
か
ら
だ
を
手
で
な
で
あ
っ
た
。ま
だ
子
ど
も
の
こ

ぶ
し
ほ
ど
の
乳
房
の
先
に
ピ
ン
ク
色
の
乳
首
が
堅
く
突
起
し
て
い
た
。

前
島
は
そ
の
乳
首
に
口
づ
け
を
し
な
が
ら
吸
っ
た
。天
野
は
か
ら
だ
を

震
わ
せ
な
が
ら
悶
え
た
。

　

応
接
室
で
前
島
は
時
々
、天
野
聖
子
の
顔
を
見
つ
め
な
が
ら
淡
々
と

午
前
中
の
指
示
を
与
え
、自
分
の
席
に
戻
っ
た
。

「
前
島
さ
ん
、今
月
末
、部
内
の
新
人
歓
迎
会
を
駅
近
く
の
居
酒
屋
で

行
い
ま
す
の
で
、天
野
さ
ん
に
も
お
伝
え
く
だ
さ
い
」　

　

庶
務
の
女
性
が
応
接
室
か
ら
出
て
き
た
前
島
を
つ
か
ま
え
伝
え
た
。

「
わ
か
っ
た
。後
で
伝
え
て
お
く
よ
」

　

そ
の
日
は
真
っ
直
ぐ
帰
宅
し
た
。天
野
聖
子
と
出
会
っ
た
こ
と
が
前

島
の
内
面
を
明
る
い
気
分
に
し
て
い
た
。脳
裏
か
ら
彼
女
の
姿
が
消
え

な
い
。

　

帰
宅
し
た
前
島
は
、ま
だ
恵
美
が
帰
っ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。

「
残
業
か
な
。パ
リ
出
張
の
報
告
書
を
作
成
す
る
か
ら
遅
く
な
る
と

言
っ
て
い
た
」こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　

留
守
テ
ル
の
再
生
ボ
タ
ン
を
押
し
た
。

「
少
し
遅
く
な
り
ま
す
が
、夕
食
の
惣
菜
を
買
っ
て
帰
り
ま
す
」

　

仕
方
が
な
い
の
で
冷
蔵
庫
か
ら
ビ
ー
ル
を
取
り
出
し
、ツ
マ
ミ
の

ピ
ー
ナ
ツ
を
小
皿
に
移
し
ソ
フ
ァ
ー
に
横
に
な
る
前
に
テ
レ
ビ
の
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
た
。

　

テ
レ
ビ
の
画
面
に
目
を
移
し
、観
る
と
も
な
し
に
中
日
―
巨
人
戦
の

映
像
を
見
て
い
た
。

　

す
る
と
再
び
天
野
聖
子
が
浮
か
ん
で
き
た
。

　

そ
の
時
、ピ
ン
ポ
ン
と
玄
関
の
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
の
ベ
ル
が
鳴
っ
た
。

（
続
く
）

※
こ
の
物
語
に
対
す
る
読
者
の
方
々
の
コ
メ
ン
ト
、
体
験
談
を

　

左
記
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
今
回
は

　
「
就
職
」「
日
本
の
ゆ
く
え
」「
結
婚
」「
夫
婦
」に
つ
い
て
で
す
。

　

物
語
が
進
行
す
る
中
で
織
り
込
む
こ
と
を
試
み
、
一
緒
に
考

　

え
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
‥
０
５
６
９
―
３
４
―
７
９
７
１

メ
ー
ル
‥takam

itsu@
akai-shinbunten.net

ハチドリ（チリで著者撮影）

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

著
者
‥
岡
田 

清
治（
お
か
だ
・
せ
い
じ
）

一
九
四
二
年
生
ま
れ  

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

（
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
０
８

代
表
）
著
書
に
『
心
の
遺
言
』

　
　
　

  

『
あ
な
た
は
社
員
の
全
能
力
を

　
　
　
　

引
き 

出
せ
ま
す
か
！
』

　
　
　

 

『
リ
ヨ
ン
で
見
た
虹
』
な
ど
多
数
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私
と
フ
ル
ー
ト
の
出
会
い
は
、
中

学
校
の
吹
奏
楽
部
で
し
た
。
学
校
の

楽
器
を
借
り
て
練
習
し
て
た
あ
る
日
、

顧
問
の
先
生
に
職
員
室
に
呼
ば
れ
ま

し
た
。

「
お
母
さ
ま
か
ら
注
文
さ
れ
た
楽
器

が
届
き
ま
し
た
。
今
日
か
ら
、
こ
れ

を
使
い
な
さ
い
。」

母
か
ら
聞
い
て
な
か
っ
た
私
は
、
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
そ
し
て
す
ご
く
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
一
緒
に
い
た
同
級

生
も
、
先
生
か
ら
同
じ
事
を
言
わ
れ
、

二
人
で
新
し
い
楽
器
を
手
に
し
ま
し

た
。
で
も
、
同
じ
言
葉
だ
っ
た
け
ど
、

同
じ
楽
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
の
楽
器
は
二
万
円
。
同
級
生
の

楽
器
は
、
そ
の
二
倍
の
値
段
で
し
た
。

お
金
持
ち
は
違
う
な
、
い
い
な
と
思
っ

た
け
ど
、
当
時
の
二
万
円
は
、
我
が

家
に
は
大
金
で
し
た
。
母
が
ど
ん
な

思
い
で
工
面
し
て
く
れ
た
の
か
を
考

え
た
ら
、
私
に
は
最
高
の
楽
器
、
大

切
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
た
く
さ
ん
練
習
し
て
、
同
級
生

よ
り
絶
対
上
手
く
な
っ
て
や
る
と
強

く
思
い
ま
し
た
。

　

一
旦
や
め
て
い
た
フ
ル
ー
ト
を
再

開
し
た
の
は
、
お
母
さ
ん
の
人
形
劇

団
の
一
員
と
し
て
保
育
園
へ
行
く
時
、

仲
間
か
ら

「
公
演
の
最
初
に
一
曲
吹
い
て
み
ま

せ
ん
か
。」

と
声
を
か
け
ら
れ
た
か
ら
。
フ
ル
ー

ト
一
本
で
吹
く
の
？
と
思
い
ま
し
た
。

伴
奏
無
く
、
ア
カ
ペ
ラ
で
吹
い
て
も

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
園
児

た
ち
は
大
喜
び
。
一
緒
に
歌
っ
て
く

れ
た
の
で
す
。
フ
ル
ー
ト
一
本
で
も

い
い
ん
だ
、
一
本
で
も
や
る
事
あ
る

ん
だ
と
、
園
児
か
ら
教
え
ら
れ
た
気

が
し
ま
し
た
。

　

人
形
劇
や
お

話
会
は
、
保
育
園

だ
け
で
な
く
図
書

館
や
公
民
館
な
ど
、

色
ん
な
場
所
で
公

演
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。行
く
先
々

で
た
く
さ
ん
の
ご

縁
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

た
ま
た
ま
、
私

た
ち
の
公
演
を

見
て
く
れ
た
中
に
、

後
輩
で
ピ
ア
ノ
の

先
生
が
い
ま
し
た
。

「
う
ち
の
子
が

通
っ
て
る
保
育
園

で
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
で

き
た
ら
な
と
思
っ
て
ま
す
。
協
力
し

て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
」

「
嬉
し
い
で
す
。
是
非
、
参
加
し
た

い
で
す
。」

他
に
、
も
う
ひ
と
り
フ
ル
ー
ト
を
吹

く
人
と
歌
を
う
た
う
人
も
誘
っ
て
、

四
人
に
な
り
ま
し
た
。
四
人
で
一
時

間
。
演
奏
だ
け
で
な
く
、
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
や
手
遊
び
も
入
れ
て
、
あ
っ

と
い
う
間
に
一
時
間
が
終
わ
っ
た
気

が
し
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
、
楽
し
か
っ

た
の
で
す
。
四
人
は
、
一
回
だ
け
の

つ
も
り
で
し
た
。
で
も
、
口
こ
み
で

依
頼
が
広
が
り
、
演
奏
の
機
会
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

保
育
園
は
、
手
放
し
で
楽
し
い
で

す
。
無
償
の
愛
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
が
、
園
児
た
ち
は
、
無
償
の

笑
顔
を
い
っ
ぱ
い
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

心
の
底
か
ら
ケ
ラ
ケ
ラ
笑
う
姿
を
見

て
、
私
た
ち
も
元
気
に
な
れ
ま
す
。

「
立
ち
ま
し
ょ
う
。」

っ
て
声
を
か
け
な
い
の
に
、
前
奏
を
聞

い
た
と
た
ん
、
み
ん
な
が
立
ち
上
が
っ

て
踊
り
出
す
。
最
後
の
歌
は
、
そ
の

ま
ま
立
っ
た
状
態
で
大
合
唱
。
ラ
イ

ブ
会
場
に
い
る
雰
囲
気
が
自
然
に
で

き
て
し
ま
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
保
育
園
に
行
く
楽

し
み
。
そ
れ
は
、
紹
介
の
部
分
で

「
今
日
は
、
お
姉
さ
ん
た
ち
が
来
て

く
れ
ま
し
た
。
素
敵
な
演
奏
を
聞
き

ま
し
ょ
う
。」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
事
。
先
生
が
お

姉
さ
ん
と
呼
べ
ば
、
園
児
た
ち
は
何

の
躊
躇
も
な
く

「
お
姉
さ
ん
。」

と
呼
ん
で
く
れ
ま
す
。
私
た
ち
、
四

人
と
も
女
性
。
何
歳
に
な
っ
て
も
、

お
姉
さ
ん
は
、
嬉
し
い
言
葉
で
す（
笑
）

　

私
は
、
フ
ル
ー
ト
で
詩
吟
の
伴
奏

だ
け
は
三
十
年
以
上
続
け
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
、
母
に
連
れ
ら
れ
、
詩
吟

の
教
室
に
通
っ
て
い
た
事
が
あ
り
吟

を
覚
え
ま
し
た
。
最
初
は
詩
吟
の
大

会
で
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
的
に
フ
ル
ー

ト
伴
奏
を
し
ま
し
た
。
本
来
詩
吟
の

伴
奏
は
、
尺
八
と
相
場
が
決
ま
っ
て
ま

す
。
で
も
民
謡
や
古
典
の
尺
八
が
吹

け
て
も
、
詩
吟
を
知
ら
な
い
と
、
詩

吟
の
伴
奏
は
吹
け
ま
せ
ん
。
町
の
文

化
祭
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
詩
吟
の

尺
八
伴
奏
者
は
引
っ
張
り
だ
こ
。
そ

こ
で
私
の
出
番
と
な
っ
て
い
っ
た
訳

で
す
。

　

詩
吟
の
顔
ぶ
れ
は
い
つ
も
同
じ
で

す
。
一
年
ご
と
に
、
み
な
さ
ん
年
を

と
っ
て
い
か
れ
ま
す
。
で
も
、
声
の

張
り
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
年
を
重
ね

て
も
、
舞
台
に
立
つ
と
い
う
緊
張
感

と
、
そ
の
た
め
の
練
習
が
若
返
り
の

秘
訣
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
今
年
八
十
二
歳
に
な

る
と
い
う
お
ば
さ
ま
か
ら
、
個
人
的

な
お
誘
い
を
う
け
ま
し
た
。

「
私
、
カ
ラ
オ
ケ
も
や
っ
と
る
じ
ゃ

ん
ね
。
そ
の
発
表
会
の
合
間
に
、
詩

吟
を
や
っ
て
み
ん
か
ん
と
、
カ
ラ
オ

ケ
の
先
生
に
言
わ
れ
ち
ゃ
っ
た
。
伴

奏
に
来
て
く
れ
ん
か
な
ぁ
。」

会
場
の
ホ
テ
ル
に
行
く
と
、
詩
吟

の
前
は
、
九
十
二
歳
と
八
十
五
歳
、

八
十
三
歳
、
三
人
の
大
正
琴
の
演
奏

で
し
た
。
着
飾
っ
た
み
な
さ
ん
、
と

て
も
お
綺
麗
。
演
奏
も
お
上
手
で
し

た
。
こ
の
場
に
同
席
さ
せ
て
も
ら
え

た
の
も
、
ご
縁
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
今
、
金
色
の
フ
ル
ー
ト
を
吹

い
て
ま
す
。
そ
の
フ
ル
ー
ト
に
会
え

た
の
は
、
偶
然
の
チ
ャ
ン
ス
が
重
な
っ

た
結
果
で
し
た
。

　

フ
ル
ー
ト
の
ご
縁
が
つ
な
が
っ
て

い
く
中
で
、
最
近
は
お
寺
に
よ
く
行

か
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

童
謡
な
ど
を
み
な
さ
ん
一
緒
に
歌
っ

て
も
ら
い
な
が
ら
、
法
話
を
聞
い
て

頂
く
法
話
楽
団
の
一
員
と
し
て
で
す
。

法
話
の
中
で
繰
り
返
し
出
て
く
る
言

葉
が
あ
り
ま
す
。

「
阿
弥
陀
様
が
金
色
を
し
て
る
の
は

ね
、
自
分
の
お
姿
を
金
色
に
光
り
輝

か
せ
、
み
な
さ
ん
の
事
を
側
で
見
守
っ

て
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

南
無
阿
弥
陀
仏
。」

「
金
色
、
金
色
。」

と
私
の
頭
の
中
で
繰
り
返
さ
れ
ま
し

た
。
お
寺
で
吹
く
フ
ル
ー
ト
は
、
金

色
が
い
い
、
い
つ
し
か
そ
う
思
う

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
私
は
、

長
い
間
、
楽
器
は
値
段
で
吹
く
ん
じ
ゃ

な
い
、
吹
き
方
だ
と
思
っ
て
ま
し
た
。

中
学
校
時
代
、
た
く
さ
ん
練
習
し
て

ソ
ロ
を
吹
か
せ
て
も
ら
え
た
。
そ
の

時
か
ら
考
え
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

銀
の
フ
ル
ー
ト
に
限
界
を
感
じ
、

金
色
に
憧
れ
を
持
ち
始
め
た
頃
、
体

に
異
常
を
見
つ
け
検
査
を
受
け
る
事

が
あ
り
ま
し
た
。
結
果
が
出
る
ま
で

の
二
週
間
不
安
な
気
持
ち
の
中
、
も

し
限
り
あ
る
命
な
ら
、
そ
の
時
が
来

る
ま
で
も
っ
と
吹
き
た
い
と
、
思
い

こ
み
の
空
想
を
し
て
ま
し
た
。
結
果

は
異
常
無
し
。
ガ
ク
ッ
と
拍
子
抜
け
。

　

た
ま
た
ま
、
そ
の
時
臨
時
収
入
が

あ
り
、
や
り
た
い
事
は
、
今
や
ろ
う

と
フ
ル
ー
ト
の
専
門
店
を
訪
ね
、
金

の
フ
ル
ー
ト
を
試
奏
。
ビ
ビ
ッ
と
衝

撃
を
受
け
ま
し
た
。
よ
く
鳴
る
、
今

の
楽
器
と
ぜ
ん
ぜ
ん
違
う
。
お
店

の
人
に
、
い
つ
頃
購
入
で
き
る
か
問

い
合
わ
せ
て
も
ら
う
と
、
す
ぐ
あ
る

と
い
う
返
事
。
そ
れ
に
は
、
お
店
の

人
も
び
っ
く
り
で
し
た
。
私
の
欲
し

い
楽
器
、
注
文
し
て
か
ら
一
年
、
場

合
に
よ
っ
て
は
二
年
待
つ
事
も
あ
る

と
思
っ
て
た
か
ら
で
す
。
後
一
年
く

ら
い
貯
め
た
お
金
を
足
し
て
購
入
の

予
定
が
崩
れ
ま
し
た
。
ど
う
し
よ
う
。

思
い
切
っ
て
主
人
に
相
談
し
ま
し
た
。

「
私
ね
。
若
い
頃
、
金
の
フ
ル
ー
ト

を
買
っ
て
く
れ
る
人
と
結
婚
し
よ
う

と
思
っ
て
た
の
。
で
も
言
え
な
か
っ

た
。
け
ど
今
、
楽
器
が
欲
し
く
な
っ

た
の
。」

「
そ
う
か
。
ど
う
し
て
も
今
か
？
」

主
人
は
少
し
考
え
て
、
足
り
な
い
分

を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
結
婚
前
な
ら
全
額
、
だ
け
ど
今
は

結
婚
後
だ
か
ら
な
。」（
笑
）

　

こ
う
し
て
、
私
は
気
持
ち
よ
く
音

の
出
る
楽
器
と
巡
り
合
い
、
今
は
大

満
足
で
す
。

　

さ
ぁ
、
今
日
も
練
習
。
新
し
い
ご

縁
は
何
か
な
ぁ
と
考
え
な
が
ら
。

　
筆
者
の
紹
介

　
鳥
山
ひ
ろ
み

　　

名
古
屋
笛
の
会
会
員

　　

法
話
楽
団「
迦か

陵り
ょ
う

頻び
ん

伽が

」メ
ン
バ
ー

　　

現
在　

小
学
校
非
常
勤
講
師　

　　

西
尾
市
在
住

フ
ル
ー
ト
が
結
ぶ
縁

鳥
　
山
　
ひ
ろ
み　
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午
前
九
時
〜
午
後
四
時
半　

内
容　

輪
ゴ

ム
で
布
を
縛
り
模
様
を
付
け
て
、ピ
ン
ク
や

オ
レ
ン
ジ
に
染
め
、か
わ
い
い
ハ
ン
カ
チ
を

作
り
ま
す　

材
料
費　

一
枚
五
十
円

▼
い
ろ
あ
そ
び「
折
っ
て
絞
っ
て
あ
そ
ぼ

う
」・
二
十
日（
土
）〜
三
十
一
日（
水
）の
午

前
九
時
〜
午
後
四
時
半　

内
容　

ア
イ
ロ

ン
で
折
り
目
を
付
け
輪
ゴ
ム
で
縛
り
、ピ
ン

ク
・
黄
色
・
緑
色
で
染
め
て
楽
し
み
ま
す　

材
料
費　

一
枚
二
百
円

▼
草
木
染
め「
く
わ
や
ス
ス
キ
で
そ
め

よ
う
」・
二
十
日（
土
）、二
十
一
日（
日
）、

二
十
三
日（
火
）の
午
前
九
時
〜
午
後
四
時

半　

内
容　

桑
の
葉
や
ス
ス
キ
な
ど
の
緑

色
の
葉
を
使
っ
て
、布
を
染
め
て
楽
し
み
ま

す　

材
料
費　

一
枚
四
百
円
〜　

そ
の
他

　

限
定
三
十
枚

▼
手
作
り
カ
レ
イ
ド
ス
コ
ー
プ
展
Ⅱ「
な

ぜ
、ど
う
し
て
と
あ
そ
ぼ
う
」・
十
三
日

（
土
）、十
四
日（
日
）の
午
前
九
時
〜
午
後
五

時（
十
四
日
は
午
後
四
時
ま
で
）　

内
容　

今
ま
で
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
で
作
っ
た
手

作
り
の
万
華
鏡
を
展
示
し
ま
す
。体
験
教
室

で
は
十
種
類
の
万
華
鏡
も
作
れ
ま
す
。一
個

百
五
十
円
、数
に
限
り
あ
り

▼
カ
ラ
フ
ル
時
計
・
十
三
日（
土
）〜
二
十
一

日（
日
）の
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
半　

内
容　

文
字
盤
に
色
を
塗
り
部
品
を
付

け
て
時
計
を
作
り
ま
す　

材
料
費　

一
個

八
百
二
十
円　

そ
の
他　

限
定
五
個

▼
お
部
屋
の
雑
貨
を
つ
く
ろ
う「
ガ
ー
ラ

ン
ド
づ
く
り
」・
二
十
七
日（
土
）、二
十
八
日

（
日
）の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時（
二
十
八
日

は
午
後
四
時
ま
で
）　

内
容　

手
作
り
の

ガ
ー
ラ
ン
ド
を
展
示
し
ま
す
。体
験
教
室
あ

り
ま
す
。一
個
百
五
十
円
と
三
百
円
、数
に

限
り
あ
り

▼
セ
ン
タ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
会　

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
・
十
一
月
二
十
五

日（
日
）の
午
前
九
時
〜
午
後
一
時　

場
所

　

屋
外
の
イ
ベ
ン
ト
広
場　

出
店
資
格　

ア
マ
チ
ュ
ア
の
方　

出
店
数　

十
八
店
。申

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選　

申
込
み　

二

日（
火
）〜
十
四
日（
日
）ま
で

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
共
栄
窯

▼
片
瀬
和
宏
陶
展
・
二
十
日（
土
）〜
十
一
月

四
日（
日
）

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ
ｅ
ｒ
ａ

　
（
常
滑
市
観
光
プ
ラ
ザ
）

▼
小
出
芳
弘
陶
展
・
〜
八
日（
月
・
祝
）午
前

九
時
〜
午
後
五
時
半　

無
料

▼
佐
藤
融
作
陶
展
・
十
二
日（
金
）〜
二
十
二

日（
月
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半　

無
料

▼
平
野
政
志
・
二
十
六
日（
金
）〜
十
一
月
五

日（
月
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半　

無
料

◎
常
滑
屋

▼
草
木
染
織　

二
人
工
房「
縞
・
い
ろ
染
織

展
」・
〜
七
日（
日
）

▼
サ
マ
サ
マ「
秋
の
サ
マ
サ
マ
」・
八
日（
月
・

祝
）〜
十
四
日（
日
）

▼
ア
ト
リ
エ
・
ま
え
だ「
♪
絵
は
、音
楽
さ
♪

　

宗
像
敏
男
の
世
界
展
」・
十
六
日（
火
）〜

二
十
一
日（
日
）

▼「
イ
ン
ド
の
村
々
に
伝
わ
る
布　

た
み

こ
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
手
仕
事
展
」・
二
十
三
日

（
火
）〜
二
十
八
日（
日
）

▼
天
然
色
手
染
工
房　

は
ち
は
ち　
　

工

房　

木
久
里「
木
の
ぬ
く
も
り　

自
然
の

色
、秋
冬
の
服
」・
三
十
日（
火
）〜
十
一
月
四

日（
日
）

◎
陶
芸
サ
ロ
ン
陶
美
園

▼
中
根
由
美
子　

染
色
作
品
展
・
十
三
日

（
土
）〜
二
十
一
日（
日
）午
前
十
時
〜
午
後

五
時

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
セ
ピ
カ（
ま
る
ふ
く
内
）

▼
中
村
洋
子
展
・
十
二
日（
金
）〜
二
十
二
日

（
月
）

▼
三
人
展
・
二
十
六
日（
金
）〜
十
一
月
五
日

（
月
）

▼
佐
藤
融
＋CLAYW

ORKS

・
〜
八
日（
月
・

祝
）午
前
十
時
〜
午
後
五
時

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め

　
（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
黙
示
庵
窯
作
陶
展
・
久
田
邦
男
・
〜
二
日

（
火
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
柔
ら
か
な
風
合
の
器
展
・
辻
正
博
・
四
日

（
木
）〜
九
日（
火
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
板
村
忠
也
作
陶
展
・
十
一
日（
木
）〜
十
六

日（
火
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
松
割
り
木
焼
成
作
陶
展
・
若
松
常
元
・

十
八
日（
木
）〜
二
十
三
日（
火
）午
前
九
時

〜
午
後
五
時

▼
北
川
不
三
男
作
陶
展
・
二
十
五
日（
木
）〜

三
十
日（
火
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時

◎
小
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め

　
（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
一
菁
陶
園
展（
八
木
孝
幸
）・
〜
九
日（
火
）

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
青
天
窯
グ
ル
ー
プ
展
・
十
一
日（
木
）〜

二
十
三
日（
火
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
夏
目
雅
仁
作
陶
展
・
二
十
五
日（
木
）〜

三
十
日（
火
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時

◎
方
円
館

▼
細
江
治
子
陶
展
・
〜
十
日（
水
）

▼
山
本
淳
平
陶
展
・
十
二
日（
金
）〜
二
十
四

日（
水
）

◎
武
豊
町
中
央
公
民
館

▼
町
民
川
柳
大
会
・
二
日（
火
）

▼
福
寿
大
学
⑥「
巨
大
地
震
で
命
を
落
と

さ
な
い
知
恵
」〜
防
災
の
主
役
は「
私
」で

す
〜
・
四
日（
木
）、五
日（
金
）各
午
前
十
時

〜
午
後
一
時　

講
師　

武
豊
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会　

細
川
敦
子
さ
ん　

定
員　

各
二
百
五
十
名（
武
豊
町
内
在
住
の
六
十
歳

以
上
の
方
）　

無
料

▼
パ
ソ
コ
ン
広
場
・
四
日
、十
一
日
、十
八

日
、二
十
五
日
各（
木
）午
後
一
時
半
〜
同
四

時
半　

自
由
参
加

▼
絵
手
紙
展（
武
豊
絵
手
紙
の
会
）・
五
日

（
金
）〜
十
一
日（
木
）

▼
町
民
囲
碁
大
会
・
七
日（
日
）午
前
十
時
〜

　

参
加
費　

千
円（
昼
食
代
込
）

▼
町
民
俳
句
大
会
・
七
日（
日
）午
前
十
一
時

〜　

参
加
費　

五
百
円

▼
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー「
仕
事
を
持
つ
お
母

さ
ん
の
子
育
て
」・
九
日（
火
）午
前
十
時
〜

正
午　

子
育
て
に
関
す
る
学
習
会
と
質
疑

応
答　

参
加
費　

無
料　

参
加
自
由
・
子
ど

も
連
れ
Ｏ
Ｋ　

問
合
せ　

知
多
家
庭
教
育

研
究
会　

山
下
☎
72
─
１
９
０
２

▼
親
業
体
験
！
学
習
会「
共
感
さ
れ
る
こ

と
で
開
く
心
の
扉
」・
九
日（
火
）午
前
九
時

四
十
五
分
〜
正
午　

ち
ょ
っ
と
し
た〝
悩

み
の
サ
イ
ン
〟を
見
逃
さ
な
い
為
に　

親

の
で
き
る
こ
と
を
学
ぶ　

講
師　

親
業
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

参
加
費　

千
百
円　

参
加
自
由　

託
児
申
込
み
要（
六
百
円
）　

問
合
せ　

親
業
サ
ー
ク
ル
稲
葉
☎
72
─

７
１
３
８

▼
パ
ソ
コ
ン
わ
い
わ
い
相
談
室
・
十
三
日
、

二
十
七
日
各（
土
）午
後
一
時
半
〜
同
四
時

　

自
由
参
加

▼
町
民
将
棋
大
会
・
十
四
日（
日
）午
前
十
時

〜　

参
加
費　

一
般
二
千
円
、小
中
学
生
千

円（
昼
食
代
込
）

◎
武
豊
町
民
会
館

▼
カ
ホ
ン
製
作
・
演
奏
教
室
・
四
日
〜
十
一

月
二
十
二
日
各（
木
）午
後
七
時
〜
同
八
時

半　

た
だ
し
十
一
月
一
日
、八
日
は
除
く　

計
六
回　

講
師　

名
古
屋
芸
術
大
学
ジ
ャ

ズ
・
ポ
ッ
プ
ス
コ
ー
ス
講
師
ル
ベ
ン
・
エ
ル

ネ
ス
ト
・
フ
ィ
ゲ
ロ
ア
・
ル
セ
ロ
さ
ん
※
募

集 

終
了
致
し
ま
し
た

▼
第
十
三
回
文
化
協
会
芸
能
祭
・
十
四
日

（
日
）

▼
サ
イ
エ
ン
ス
ト
ー
ク
①　

中
部
電
力　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
見
に
行
こ
う
！
・
十
四
日

（
日
）午
前
十
時
〜
正
午　

定
員　

八
十
名

（
小
学
生
以
上
・
親
子
合
わ
せ
て
）　

参
加
費

　

百
円（
保
険
料
）

▼
ゆ
め
プ
ラ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

二
〇
一
二
・
二
十
日（
土
）午
前
十
時
〜
午
後

四
時　

ホ
イ
ッ
プ
デ
コ　

ス
ノ
ー
ド
ー
ム

な
ど
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
講
座　

自
由
工
作

コ
ー
ナ
ー　

フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト　

参
加
費　

無
料（
各
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
講
座
の
み
百
〜
三
百
円
）

▼
ゆ
め
ホ
タ
ル
十
周
年
記
念
企
画
関
連

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
電
子
工
作
教
室
─
Ｌ

Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
パ
ネ
ル
を
作
ろ
う
─
」・

二
十
一
日（
日
）午
前
十
時
〜
午
後
五
時（
予

備
日
二
十
八
日（
日
）午
後
一
時
〜
同
四
時
）

　

定
員　

十
二
名（
小
学
四
年
生
以
上　

十
一
月
二
十
三
日（
金
・
祝
）イ
ベ
ン
ト
に
参

加
で
き
る
人
）　

参
加
費　

百
円

▼
ナ
レ
ー
タ
ー
・
ア
フ
レ
コ
体
験
講
座
・

二
十
七
日（
土
）　

講
師　

梶
田
香
織
さ
ん

　

参
加
費　

無
料　

①
講
演
会〝
声
〟の
お

仕
事
に
つ
い
て
〜
ナ
レ
ー
タ
ー
・
声
優
に

な
る
に
は
〜
・
午
前
十
時
半
〜
同
十
一
時

四
十
五
分　

定
員　

四
十
名（
推
奨
小
学

四
年
生
以
上
）　

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
ナ

レ
ー
タ
ー
・
ア
フ
レ
コ
体
験
講
座
」・
午
後
一

時
〜
同
四
時
半　

定
員　

十
六
名（
小
学
五

年
生
〜
高
校
三
年
生
）

◎
武
豊
町
総
合
体
育
館

▼
た
け
と
よ
ウ
ォ
ー
カ
ー　

武
豊
総
合
体

育
館
を
発
着
と
す
る
二
〜
十
二
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
五
つ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
・
七

日（
日
）　

予
備
日　

八
日（
月
・
祝
）　

参
加

費　

無
料

▼
秋
季
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
・
二
十
一

日（
日
）

◎
お
お
あ
し
児
童
館

▼
さ
つ
ま
い
も
掘
り
を
し
よ
う
・
二
十
日

（
土
）午
後
二
時
〜
同
三
時

▼
人
形
劇
を
見
よ
う
・
二
十
七
日（
土
）午
後

二
時
〜

◎
く
す
の
き
児
童
館

▼
く
す
の
き
運
動
会
・
二
十
日（
土
）午
後
一

時
半
〜
同
三
時

◎
長
尾
児
童
館

▼
な
が
お
運
動
会
・
十
三
日（
土
）午
後
一
時

半
〜
同
三
時

▼
野
外
ク
ッ
キ
ン
グ
・
二
十
日（
土
）午
後
一

時
半
〜
同
三
時

◎
半
田
空
の
科
学
館

▼
工
作
講
座「
牛
乳
パ
ッ
ク
で
望
遠
鏡
を
作

ろ
う
」大
好
評
の
望
遠
鏡
工
作
講
座
で
す
。

牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
自
分
専
用
の
望
遠

鏡
を
作
っ
て
み
よ
う
！
・
八
日（
月
・
祝
）午

後
一
時
半
〜
同
三
時　

二
階
特
別
展
示
室

　

対
象　

小
学
四
年
生
以
上
と
そ
の
家
族

　

受
付　

九
月
十
九
日（
水
）よ
り
先
着　

定
員　

十
組
二
十
名　

参
加
料　

一
組

八
百
円

▼
十
月
の
星
見
会「
夜
空
を
彩
る
神
話
の

星
座
た
ち
」・
二
十
日（
土
）午
後
七
時
〜
同

八
時
半　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
秋
の
星
座

を
覚
え
た
ら
屋
上
へ　

夜
空
を
見
上
げ
て

自
分
の
目
で
確
か
め
て
み
よ
う　

定
員　

六
十
名　

観
覧
料　

大
人
三
百
円　

小
人

二
百
円

◎
碧
南
白
竹
木
材　

白
竹
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
染
色
工
房
ア
ー
ト
ハ
ウ
ス
Ｎ　

中
根
由

美
子
＆
革
工
房
エ
ル
・
パ
ソ　

保
田
芳
文

「
秋
冬
の
服
と
か
ば
ん
展
」・
五
日（
金
）〜
十

日（
水
）

▼
山
田
ア
キ
子
・
鈴
木
美
代
子　

古
布
の
洋

服
展「
温
故
装
新
展
」・
十
二
日（
金
）〜
十
六

日（
火
）

▼
現
代
美
術
作
家　

杉
浦
イ
ッ
コ
ウ　

ア

ク
リ
ル
絵
画
・
陶
器
等
の
作
品
展「
Ｈ
Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｎ
Ⅱ
─
光
の
王
国
─
」・
十
九
日（
金
）〜

二
十
四
日（
水
）

ち
ょ
っ
と
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

  

社
団
法
人
全
日
本
煎
茶
道
連
盟

　

 

玉
泉
流  

教
授

　

 

伝
統
工
芸
士  

近 

藤 

義 

和 

さ
ん

　

気
軽
に
立

ち
寄
る
こ
と

が
で
き
る
。こ

の
柔
軟
さ
は
、

近
藤
さ
ん
の

魅
力
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

伝
統
工
芸
士

の
近
藤
義
和
さ
ん
は
２
０
０
２
年
、焼
き
物

散
歩
道
コ
ー
ス
内
に
義
翠
窯
陶
芸
道
場
を
開

設
す
る
。こ
こ
は
近
藤
さ
ん
の
工
房
で
あ
っ
て
、

体
験
教
室
も
併
設
さ
れ
て
い
る
。工
房
の
窓
か

ら
の
眺
め
が
壮
大
で
、平
安
の
昔
か
ら
陶
業
が

栄
え
、こ
の
土
地
に
息
づ
く
美
し
い
街
並
み
と
、

近
藤
さ
ん
の
笑
顔
に
出
会
い
、風
景
が
、空
気

が
、愛
お
し
く
思
わ
せ
る
。こ
こ
に
来
れ
ば
、何

か
を
感
じ
て
、何
か
が
変
わ
る（
？
）。出
会
っ

た
人
た
ち
が
陶
芸
道
場
と
い
う
空
間
で
、自
然

に
融
け
込
め
る
の
が
、近
藤
さ
ん
流
の
お
も
て

な
し
で
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
藤
さ
ん
は
、自
ら
の
作
陶
よ
り
も
陶
芸

教
室
に
力
を
注
い
で
い
る
。私
が
訪
ね
た
日

は「
今
日
で
４
日
目
だ
よ
。４
日
間
、こ
の
状

態
だ
よ
」と
、広
い
工
房
に
近
藤
さ
ん
が
椅
子

に
座
っ
て
、ボ
ヤ
い
て
い
た
。じ
ゃ
あ
、私
が
４

日
ぶ
り
の
体
験
教
室
の
生
徒
に
な
ろ
う
�
と

い
う
こ
と
で
、カ
ッ
プ
を
作
る
こ
と
に
し
た
。

欲
張
り
な
私
の
心
を
満
た
し
て
く
れ
る
マ
イ

カ
ッ
プ
を
作
ろ
う
と
、テ
ン
シ
ョ
ン
は
最
高
潮

の
は
ず
が
、た
め
息
ま
じ
り
に「
も
っ
と
集
中

し
て
」、「
力
を
抜
い
て
」と
言
わ
れ
る
始
末
。極

め
つ
け
は「
素
質
な
い
な
ぁ
」と
、ボ
ソ
ッ
と
言

わ
れ
て
し
ま
っ
た
。出
来
上
が
っ
た
カ
ッ
プ

に
思
わ
ず
、「
そ
れ
、い
い
な
ぁ
」と
、つ
ぶ
や
く

私
に「
そ
ん
な
メ
ル
ヘ
ン
、わ
か
ら
ん
わ
ー
」

と
、近
藤
さ
ん
と
私
と
の
感
性
が
ど
こ
ま
で

も
合
わ
ず
、厳
し
い
ダ
メ
出
し
を
い
た
だ
い
て

し
ま
っ
た
。こ
の
近
藤
さ
ん
の
荒
っ
ぽ
い
ト
ー

ク
と
辛
口
は
、ス
リ
リ
ン
グ
で
楽
し
す
ぎ
る
時

間
を
過
ご
す
た
め
に
は
、必
需
品
な
の
だ
ろ

う
。一
言
で
言
っ
て
し
ま
え
ば
、「
大
阪
出
身
だ

か
ら
仕
方
な
い
か
っ
」と
、片
付
け
て
し
ま
え

ば
い
い
の
だ
。そ
の
マ
イ
カ
ッ
プ
の
仕
上
が
り

は
２
週
間
後
。私
は
、仕
上
が
り
を
ふ
ふ
っ
と

笑
っ
て
、楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
。

　

近
藤
さ
ん
の
急
須
は
、中
世
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
古
典
的
な
も
の
で

あ
っ
た
り
、ピ
ン
ク
や
紫
と
い
っ
た
新
色
の
も

の
で
あ
っ
た
り
と
、さ
ま
ざ
ま
だ
。作
陶
す
る

中
で
、や
っ
ぱ
り
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
、温

故
知
新
の
精
神
だ
け
は
貫
き
通
し
て
い
る
と

い
う
。自
ら
の
作
品
に
、「
手
作
り
の
急
須
の

価
値
の
わ
か
る
人
に
使
っ
て
ほ
し
い
な
ぁ
」と
、

話
し
た
。

　

大
好
き
な
こ
と
は
、仲
間
と
お
い
し
い
お
酒

を
酌
み
交
わ
す
こ
と
。数
人
で
酌
ん
で
、お
互

い
を
褒
め
ち
ぎ
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
。

（
赤
井 

伸
衣
）

郷土を知る（百八十）
奥 川 弘 成

　

十
月
八
日
は
寒
露
と
な
り
、

季
節
は
正
に
秋
で
あ
る
が
、九

月
の
さ
中
で
も
真
夏
日
の
毎
日

に
、秋
の
涼
し
さ
を
待
ち
焦
が

れ
る
日
々
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
、も
う
先
々
月
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
八
月
の
下
旬

に
、東
浦
に
住
む
元
同
僚
の
Ｔ

氏
よ
り
、「
昨
日
、親
子
参
加
の

川
の
観
察
会
で
、ナ
マ
ズ
の
よ

う
な
も
の
を
採
っ
た
け
ど
、稚

魚
で
小
さ
く
て
何
か
わ
か
ら
な

い
か
ら
見
て
」と
電
話
。

　

翌
日
、訪
れ
ゝ
ば
、既
に
観
察

と
写
真
撮
影
用
に
作
っ
た
薄
形

の
水
槽
に
、問
題
の
稚
魚
二
匹

が
入
っ
て
い
る
。（
写
真
⑴
）

　

眺
め
れ
ば
、全
長
二
㌢
ほ
ど

で
、体
側
に
は
中

央
部
の
側
線
を
挟

み
、褐
色
で
長
方

形
の
縱
模
様
。背

び
れ
は
体
の
前
方

に
つ
く
ん
と
立
っ

て
い
る
。

　

ひ
げ
は
前
方

の
も
の
は
よ
く
見

え
る
が
、下
方
は

は
っ
き
り
し
な
い
。

　

尾
び
れ
は
深
く

切
れ
込
ん
で
い
る
。

　

早
速
、写
真
を

撮
り
、拡
大
し
て

み
れ
ば
、そ
の
特

長
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

で
も
、こ
ん
な
模
様
の
あ
る

魚
、見
た
こ
と
な
い
ナ
ー
と
、し

ば
し
雑
談
。彼
は
私
以
上
に
魚

大
好
き
で
、い
く
つ
も
の
水
槽

に
ア
レ
や
コ
レ
や
と
魚
一
杯
。よ

う
や
っ
と
る
ナ
ー
な
ど
と
一
息

入
れ
、と
に
角
、家
で
調
べ
て
み

る
か
ら
と
い
う
こ
と
に
。

　

家
へ
帰
り
、早
速
図
鑑
を
開

き
、ナ
マ
ズ
の
辺
り
を
見
て
い

る
と
、「
Oh
�
あ
っ
た
ー
」体
側

の
模
様
も
尾
鰭
の
切
れ
込
み
も
、

ま
さ
に
写
真
通
り
。名
前
は
ハ

ゲ
ギ
ギ
。他
の
呼
び
名
は
ギ
ギ
、

ギ
ン
タ
な
ど
と
あ
る
。早
速
、他

の
図
鑑
で
も
確
認
す
れ
ば
、ギ

ギ（
ハ
ゲ
ギ
ギ
）と
な
っ
て
い
て
、

ハ
ゲ
ギ
ギ
は
地
方
名
と
も
記
さ

れ
て
い
る
。体
色
は
全
体
が
青

褐
色
で
、縱
じ
ま
模
様
は
は
っ

き
り
し
て
い
な
い
。

　

ギ
ギ
だ
っ
た
ら
以
前
に
も
と
、

記
録
メ
モ
を
見
れ
ば「
平
成
19

年
７
月
６
日
、○
○
川
で
Ｋ
氏
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、ア
ル
バ
ム
を

開
け
ば（
写
真
⑵
）が
出
て
き
た
。

　

早
速
、こ
の
こ
と
を
Ｔ
氏
に

報
告
し
、ワ
カ
サ
ギ
同
様
、知
多

に
住
み
つ
い
た
か
ナ
と
話
す
。

知
多
の
動
植
物
雑
記（
二
八
九
）

原　
　
　
　

穣

ギギ（ギギ科）知多半島で再発見

初
物
の
栗
き
ん
と
ん
に
舌
つ
ず
み 

吉
田
ひ
ろ
し

藍
瓶
に
泥
鰌
も
飼
わ
れ
夏
休
み 

桑
山
　
撫
子

一
心
に
畳
拭
き
上
げ
暑
気
払
い 

冨
田
　
悦
子

新
涼
や
水
車
の
回
る
宿
場
町 

林
　
　
京
子

夏
は
こ
れ
着
易
い
服
の
あ
っ
ぱ
っ
ぱ 

浦
崎
ひ
と
み

鮎
飯
を
前
に
止
ま
ら
ぬ
つ
り
談
議 

藤
井
　
文
月

撫
子
の
ロ
ン
ド
ン
で
咲
く
銀
メ
タ
ル 

清
水
ド
ラ
吉

一
本
松
最
後
の
雄
姿
望
の
月 

杉
江
　
タ
エ

我
が
家
に
も
敬
老
会
の
案
内
状 

江
端
　
久
恵

満
月
や
朝
ま
で
障
子
写
る
影 

荒
川
　
達
雄

こ
の
暑
さ
暦
は
知
ら
ず
秋
は
立
つ 

村
井
　
範
子

叱
る
子
も
泣
く
子
も
な
く
て
初
秋
か
な 

竹
内
ユ
ミ
子

陶す
え

の
町
汲
み
置
き
水
に
秋
日
落
つ 

渡
辺
　
民
子

鞠ま
り

子こ

宿し
ゅ
く

集
う
家
族
の
と
ろ
ろ
汁 

山
中
　
博
子

束
の
間
の
朝
虹
立
ち
て
声
上
げ
る 

都
築
　
信
子

稲
穂
波
下
校
の
子
等
の
見
え
か
く
れ 

竹
内
　
艶
子

甲
子
園
涙
の
砂
と
夏
去
り
ぬ 

服
部
　
窯
平

放
さ
れ
て
子
犬
こ
ろ
こ
ろ
猫
じ
ゃ
ら
し 

片
岡
　
光
子

鉦
叩
吾
が
亡
き
猫
に
鉦
叩
く 

谷
川
と
志
江

か
な
か
な
の
声
で
も
て
な
す
旅
の
宿 

関
　
　
里
美

子
等
の
声
学
舎
に
返
り
つ
く
つ
く
し 

杉
江
京
衣
子

残
暑
の
候
老
母
の
代
筆
二
、三
枚 

塚
本
　
千
鶴

鉄
を
打
つ
臭
い
と
音
と
夜
業
の
灯 

斉
藤
　
浩
美

星
月
夜
見
上
げ
宇
宙
の
端
に
い
る 

加
藤
　
久
子

通と
お

り
雨
去
り
て
ふ
た
た
び
蝉
し
ぐ
れ 

伊
奈
　
五
郎

ひ
か
る
海
静
ま
り
か
え
り
白
露
か
な 

柴
山
　
庄
山

ひ
た
ひ
た
と
ぞ
く
ぞ
く
と
す
る
月
夜
か
な 

中
村
　
洋
子

最
悪
の
防
災
予
報
八
月
尽 

幾
世
八
千
代

女
郎
花
地
に
こ
ぼ
れ
て
は
黄
を
散
ら
す 

平
野
　
紀
江

処
暑
な
れ
ど
気
温
治
ま
る
気
配
な
く 

磯
村
美
耶
子

満
月
や
雲
従
え
て
く
っ
き
り
と 

村
井
み
さ
を

向
日
葵
も
猫
の
火
葬
へ
入
れ
て
や
り 

久
田
　
　
篤

立
秋
や
検
査
結
果
を
聞
く
不
安 

岩
田
つ
ま
子

ど
ま
つ
り
の
路
切
り
躍
る
秋
の
風 

竹
内
三
千
彦

　

城
　
②

　

南
北
朝
時
代
の
一
三
五
九

年
に
知
多
半
島
に
あ
っ
た
城

と
し
て
番
豆
崎
城
や
小
河
城

を
文
書
に
見
る
事
が
で
き
ま

す
。
番
豆
城
は
南
知
多
町
師

崎
の
羽
豆
崎
に
あ
っ
た
城
を

さ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
代
以
降
、
城
が
各

地
域
に
造
ら
れ
て
い
き
ま
す

が
、
そ
れ
以
前
は
、
集
落
な

ど
の
あ
る
広
く
平
ら
な
と
こ

ろ
に
造
ら
れ
た
館
が
拠
点
で

し
た
。

　

武
豊
町
冨
貴
の
台
地
に
あ

る
ウ
ス
ガ
イ
ト
遺
跡
で
は
、

南
北
四
二
ｍ
×
東
西
三
三
ｍ

の
方
形
に
区
画
さ
れ
た
鎌
倉

時
代
、
十
二
世
紀
末
か
ら

十
三
世
紀
の
屋
敷
跡
が
み
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
西
側

を
除
く
三
方
の
周
囲
に
溝
が

掘
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
広
い

所
で
幅
が
三
ｍ
ほ
ど
、
深
さ

は
約
一
ｍ
あ
り
、
こ
の
集
落

で
最
大
規
模
の
溝
を
廻
ら
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
屋
敷
地
に
は
、
大
き

な
井
戸
が
掘
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
生
活
の
痕
跡
と
も
言

え
る
茶
碗
や
皿
、
甕
や
壷
と

と
も
に
沢
山
の
貝
殻
が
出
土

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
屋
敷
地
を

半
分
取
り
壊
し
、
東
西
南
北

の
方
位
に
正
対
す
る
よ
う
に

室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に

か
け
て
の
方
形
の
屋
敷
地
が

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時

代
と
同
様
に
溝
で
区
切
ら
れ

た
屋
敷
地
の
大
き
さ
は
、
東

西
三
四
ｍ
、
南
北
二
六
ｍ
の

大
き
さ
で
す
。
井
戸
が
二
ヶ

所
に
掘
ら
れ
、
室
町
時
代
の

皿
や
碗
、
鍋
な
ど
の
土
器
や

漆
器
、
甕
や
壷
、
中
国
か
ら

輸
入
さ
れ
た
磁
器
の
ほ
か
に

貝
類
な
ど
が
出
土
し
、
生
活

の
痕
跡
を
よ
く
残
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
直
径
が
四
〇
㌢

以
上
、
深
さ
が
一
m
あ
る

柱
穴
が
多
数
見
つ
か
り
、
大

型
の
建
物
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
唆
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
方
形
の
建
物
は
、

中
世
武
士
の
住
居
、
館
（
や

か
た
）
で
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

特
に
室
町
時
代
の
屋
敷
地

は
そ
の
第
一
候
補
で
す
。

　

南
北
朝
時
代
の
こ
ろ
に
軍

事
目
的
で
造
ら
れ
た
番
豆
城

や
小
河
城
か
ら
百
数
十
年
の

時
を
経
て
戦
国
時
代
の
各
ム

ラ
の
武
将
た
ち
が
館
の
ほ
か

に
ム
ラ
中
に
城
を
構
え
始
め

ま
す
。

　

城
に
は
日
常
の
生
活
や
ム

ラ
の
経
営
に
不
便
な
険
し
い

山
に
つ
く
ら
れ
た
山
城
。

　

高
地
と
平
地
を
と
り
こ
ん

だ
平
山
城
。

　

平
坦
地
に
つ
く
る
平
城
。

　

城
は
立
地
に
よ
っ
て
以
上

三
つ
の
分
類
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
武
豊
町
長
尾
城
は
、
平

地
の
平
城
に
分
類
で
き
ま
す
。

そ
も
そ
も
長
尾
城
は
鎌
倉
時

代
か
ら
室
町
時
代
、
そ
し
て

現
代
に
い
た
る
集
落
形
成
地
、

六
〇
〇
ｍ
×
四
〇
〇
ｍ
ほ
ど

の
平
坦
地
が
広
が
る
長
尾
台

地
の
ヘ
リ
に
造
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
は
、
か
つ
て
湿
地

や
田
が
広
が
る
地
に
一
〇
〇

ｍ
ほ
ど
の
舌
状
の
張
り
出
し

た
台
地
で
あ
っ
た
も
の
を
、

お
よ
そ
築
城
の
頃
に
人
の

手
に
よ
っ
て
台
地
か
ら
切
り

離
さ
れ
た
切
り
岸
に
よ
っ
て
、

独
立
さ
せ
た
標
高
七
ｍ
ほ
ど

の
丘
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

城
の
北
側
だ
け
を
大
き
く

掘
り
込
み
新
た
に
湿
地
を
創

り
、
東
西
と
南
が
自
然
地
形

の
湿
地
帯
を
利
用
す
る
こ
と

で
築
城
の
難
工
事
を
で
き
る

だ
け
容
易
と
し
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
集
落
に
隣
接
し
、

有
事
の
際
に
は
、
す
ぐ
さ
ま

篭
城
が
で
き
る
最
適
な
場
所

を
選
定
し
て
い
ま
す
。

ウスガイト遺跡の居館

鎌倉時代
屋敷地

室町時代
屋敷地

⑴

⑵

会場：農家れすとらん「葉菜の舎 碧南店」
碧南市川口町6-70

お申し込み・お問い合わせ  ☎0566-41-8544 「葉菜の舎」
☎0569-89-7127 「NAフルートセイミおふぃす」

2012年10月26日㈮
料金5,000円
開場:18時   開演:18時45分

Flute  イネ・セイミ
Piano  はちまん正人
Jazz Vocal  今岡　友美

農家れすとらん 葉
は

菜
な

の
の

舎
や

 碧南店
DE コンサート



平成24年10月１日　（６）第 290 号

井上  晴
はる

雅
ま

（2才3ヶ月）　名古屋市緑区尾崎山 永柳  美
み

花
はな

（8ヶ月）  常滑市かじま台

中
根
由
美
子 

染
色
作
品
展

２
０
１
２
年
10
月
13
日
土
〜
21
日
日  

10
時
〜
17
時（
水
曜
日
定
休
）

10
月
21
日
日
最
終
日
は
16
時
で
終
了
し
ま
す
。

柿
渋
染
の
コ
ー
ト
ワ
ン
ピ
ー
ス
、ウ
ー
ル
ニ
ッ
ト
の
肩
衣
、あ
た
た
か
い

パ
ン
ツ
な
ど
。秋
冬
の
服
展
で
す
。

お
も
し
ろ
布
の
楽
し
い
装
い
展

〒479-0838
常滑市鯉江本町6丁目36番地
☎〈0569〉35-2320


